
　アフリカ東部のウガンダ共和国の北
部はまだ貧困地区が多く、妊産婦の
死亡率が高い状況が続いています。
日本赤十字社は、ウガンダ赤十字社
の要請を受けて2010年１月から３年
間、「母子保健プロジェクト」を実施し
ます。当院から高井久実子助産師が

３カ月間派遣され、正しいお産の知
識・技術の指導を行います。１月18日
に行われた出発式では、多くの職員
に見守られるなか、「ウガンダの母と子
に笑顔を取り戻すために頑張ります」
と決意を述べました。

　派遣状況

1 2009年９月～2010年５月
ICRCアフガニスタン・ミルワイズ
地域病院支援事業
伊藤明子（国際医療救援部副部長）
2 2009年11月～2010年２月
インドネシア保健医療支援事業
大見和敏（看護師）

3 2010年１月～2010年２月
ハイチ大地震災害救援事業（第１班）
山田悌士（第二臨床工学課長）
関塚美穂（看護係長）
4 2010年１月～2010年４月
ウガンダ母子保健医療支援事業
高井久実子（助産師）
5 2010年２月～2011年２月
タンザニア赤十字社難民支援事業
山之内千絵（看護師）
6 2010年２月～2010年３月
ハイチ大地震災害救援事業（第２班）
小林美紀（助産師）
新居優貴（臨床工学技士）
7 2010年３月～2010年４月
ハイチ大地震災害救援事業（第３班）
ヤップ・ユーウェン（医師）
平田巳雅（看護師）

　赤十字の創設者アンリー・デュ
ナンの生誕日である５月８日は、「世
界赤十字デー」として毎年世界中
で赤十字の普及活動が行われて
います。
　日本国内では、日本赤十字社の
創立記念日が５月１日ということで、
この特別な月である５月を「赤十字
運動月間」とし、より多くの皆さまに
赤十字について理解と関心をもっ

ていただくため、毎年全国的な規模で運動を展開しています。
この赤十字運動月間を中心に、愛知県内各市町村の赤十字
ボランティアや町内会・自治会などを通じ、赤十字活動へご賛同
いただける方に、活動資金のご協力をお願いしています。
　また犬山市の博物館明治村や名古屋市の東山動植物園を
はじめ、各地でイベントやキャンペーンを行います。イベントの詳
細は日本赤十字社愛知県支部ホームページをご覧ください。
http://www.aichi.jrc.or.jp/

ダミーの文章今日では医療の高度かに伴い当院は、愛知県
の災害拠点病院（地域中核災害医療センター）として、日頃
から救護訓練などを行い、万一の事態に備えています。し
かし化学剤テロなどの場合、ゾーニングや除染といった作
業が不可欠なため、通常の火事や地震といった災害時以
上に、警察・消防などの関係機関との連携が重要になりま
す。６月10日に行われたＮＢＣ災害訓練では、愛知県警察、
名古屋市消防局、名古屋市交通局、当院が参加し、互いに
連携し、役割分担しながら迅速に行動するこダミーの文章
今日では医療の高度かに伴い当院は、愛知県の災害拠点
病院（地域中核災害医療センター）として、日頃から救護訓
練などを行い、万一の事態
に備えています。しかし化
学剤テロなどの場合、ゾー
ニングや除染といった作業
が不可欠なため、通常の
火事や地震といった災害
時以上に、警察・消防など

　『八事日赤ニュース』が創刊されたのは、栗山康介院長
（現名誉院長）の時代、平成9年10月20日のことです。この
47号発行まで12年が経過しました。患者さんへの思いやり
の「心」を大切にと、病院内外のニュースを発信しその
時々のタイムリーな誌面づくりをめざし歴代の担当者が努
力してまいりました。
　この47号から紙面サ
イズを変更するにあた
り、広報誌の名前を一般
公募しました。たくさんの
ご応募ありがとうござい
ました。皆さまの声を参
考に『Future8510』
（フューチャー八事）と
生まれ変わりました。今
後もこれまでの伝統を受け継ぎ、新たな企画等を盛り込ん
だ親しまれる誌面づくりに一層努力いたします。

名古屋第二赤十字病院　企画課
メールアドレス　kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

※外来診療表は22年4月分より別刷いたします。

このたび八事日赤の情報誌として、装いをあらたにしたFuture8510（やごと）を発刊することになりました。従来の八
事日赤ニュースよりも、より豊富でホットな内容を盛り込むようにしました。当院スタッフと患者さんやそのご家族、また
地域住民の皆さまとのよりよいパートナーシップを構築するための情報ツールとしてご利用いただければ幸いです。

　
日
本
時
間
２
０
１
０
年
１
月
13
日
午
前
７
時
、

カ
リ
ブ
海
地
域
の
ハ
イ
チ
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
の

巨
大
地
震
が
発
生
。
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病

院
は
、
国
際
赤
十
字
そ
し
て
日
本
赤
十
字
社
か

ら
の
要
請
の
も
と
、
す
ぐ
さ
ま
ハ
イ
チ
赤
十
字

支
援
の
た
め
に
派
遣
可
能
な
職
員
の
人
選
に
着

手
し
た
。
中
一
日
を
お
い
て
１
月
15
日
、
国
際

赤
十
字
は
Ｅ
Ｒ
Ｕ（
緊
急
対
応
ユ
ニッ
ト※

コ
ラ
ム
参

照
）
に
よ
る
支
援
を
決
定
。
日
本
赤
十
字
社
か

ら
の
第
１
班
の
な
か
に
、
名
古
屋
第
二
赤
十
字

病
院
の
山
田
悌
士
臨
床
工
学
技
士
と
関
塚
美
穂

看
護
師
の
名
前
が
あ
っ
た
。Ｅ
Ｒ
Ｕ
の
維
持
に
必

要
な
電
気
や
水
な
ど
の
整
備
を
行
う
山
田
臨
床

工
学
技
士
は
、
今
回
で
６
回
目
の
Ｅ
Ｒ
Ｕ
派
遣
。

ま
た
関
塚
看
護
師
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
な
ど
で
の
長

期
派
遣
を
経
験
し
た
ベ
テ
ラ
ン
だ
。
そ
れ
で
も

緊
張
の
表
情
を
隠
せ
な
い
ま
ま
、
二
人
は
１
月

16
日
名
古
屋
を
出
発
。
地
震
発
生
か
ら
三
日
目

の
こ
と
で
あ
る
。

　
ハ
イ
チ
へ
の
支
援
を
例
に
、
世
界
で
活
動
す
る

国
際
赤
十
字
は
三
つ
の
組
織
で
構
成
さ
れ
る
。

赤
十
字
国
際
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
／
中
立
的
な

立
場
で
紛
争
に
よ
る
犠
牲
者
の
保
護
を
行
う
機

関
）、
国
際
赤
十
字
・
赤
新
月
社
連
盟
（
連
盟

／
災
害
救
護
や
災
害
対
策
事
業
等
の
総
合
調

整
を
行
う
機
関
）、
そ
し
て
各
国
の
赤
十
字
社
・

赤
新
月
社
（
国
際
活
動
・
国
内
活
動
を
行
う

機
関
）
だ
。
こ
の
国
際
的
な
組
織
の一員
と
し
て

日
本
赤
十
字
社
は
、Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
と
連
盟
か
ら
の
要

請
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
国
内
92
カ
所
の

赤
十
字
病
院
か
ら
５
病
院
を
「
国
際
医
療
救

援
拠
点
病
院
」
に
指
定
し
、
定
期
的
な
研
修

会
等
を
通
し
要
員
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
は
、
こ
の
国
際
医
療

救
援
拠
点
病
院
の一つ
。
１
９
８
０
年
以
来
、
日

本
の
赤
十
字
病
院
職
員
と
チ
ー
ム
を
組
み
、
あ

る
い
は
世
界
規
模
で
構
成
さ
れ
る
赤
十
字
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
、
多
く
の
職
員
を
派
遣
し
て

き
た
。

　
災
害
救
護
に
は
、「
魔
の
72
時
間
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。
生
き
埋
め
と
いっ
た
被
災
か
ら

72
時
間
の
う
ち
に
、
何
ら
か
の
救
護
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
被
災
者
の
生
死

を
決
す
る
か
ら
だ
。
換
言
す
る
と
、
災
害
救
護

は
迅
速
で
的
確
な
行
動
が
不
可
欠
と
な
る
。
そ

の
災
害
救
護
に
お
い
て
、
名
古
屋
第
二
赤
十
字

病
院
は
赤
十
字
の
国
際
医
療
救
援
拠
点
病
院
で

あ
る
一
方
、
愛
知
県
の
地
域
中
核
災
害
医
療
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
。
古
く
は
名
古
屋
市
東
山
公
園

付
近
で
の
ガ
ス
爆
発
事
故
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
、
中
華
航
空
機
墜
落
事
故
、
近
年
で
は
東

海
豪
雨
、
新
潟
県
中
越
地
震
に
際
し
て
、
常
に

災
害
直
後
か
ら
迅
速
な
対
応
、
的
確
な
行
動
で

救
護
を
行
っ
て
き
た
。
起
き
て
は
欲
し
く
な
い

万
一
だ
が
、
も
し
愛
知
県
近
郊
で
大
災
害
が
発

生
し
た
と
き
、
生
死
を
決
す
る
72
時
間
に
お
い

て
、
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
が
海
外
で
培
っ

た
「
過
酷
な
状
況
で
の
緊
急
医
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」

は
大
き
く
生
か
さ
れ
る
は
ず
だ
。

　
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
が
国
際
医
療
救

援
に
力
を
入
れ
る
理
由
を
、
石
川
清
院
長
は
こ

う
語
る
。「
当
院
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一

つ
に
『
社
会
に
貢
献
す
る
モ
ラ
ル
の
高
い
病
院
』

が
あ
り
ま
す
。
国
際
医
療
救
援
は
そ
の一
環
で

あ
り
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
満
足
な
設
備
が
な
い

な
か
で
、
自
分
で
考
え
工
夫
し
必
要
な
人
に
必

要
な
処
置
を
行
う
、
ま
さ
に
医
療
の
原
点
だ
か

ら
で
す
」。
院
長
自
身
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
国

際
医
療
救
援
に
派
遣
さ
れ
、
２
０
０
３
年
の
イ

ラ
ン
南
東
部
地
震
被
災
者
救
援
事
業
で
は
、Ｅ
Ｒ

Ｕ
で
も
重
要
な
第
１
班
で
の
任
務
を
全
う
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
国
際
医
療
救
援
へ
の
思
い
は
強
い
。

さ
ら
に
「
国
際
医
療
救
援
は
、
派
遣
さ
れ
た
職

員
だ
け
の
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら

そ
う
し
た
職
員
が
海
外
に
行
っ
て
い
る
間
、
彼

ら
の
院
内
業
務
は
他
の
職
員
が
担
っ
て
い
る
の
で

す
。
つ
ま
り
全
職
員
で
国
際
医
療
救
援
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
が
当
院
の
歴
史
と
伝
統
で
す
」。

本
年
４
月
に
は
国
際
医
療
救
援
部
の
部
長
と
し

　
Ｅ
Ｒ
Ｕ
と
は
、
緊
急
事
態
や
大
規
模
災

害
発
生
時
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
、給
水
・

衛
生
、通
信
な
ど
、７
分
野
の
専
門
家
チ
ー

ム
と
資
材
・
機
材
を
ユ
ニッ
ト
と
し
て
整
備

し
た
も
の
。
ハ
イ
チ
に
は
日
本
赤
十
字
社
の

基
礎
保
健
Ｅ
Ｒ
Ｕ
を
含
め
、
世
界
16
の
赤

十
字
か
ら
過
去
最
大
21
基
が
出
動
し
た
。

Ｅ
Ｒ
Ｕ

（
緊
急
対
応
ユ
ニ
ッ
ト
）

て
、
新
た
に
杉
本
憲
治
医
師
が
就
任
。
国
際
医

療
救
援
の
さ
ら
な
る
強
化
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
第
１
班
の
二
人
は
、
２
月
24
日
に
帰
国
し
た
。

そ
の
前
す
で
に
第
２
班
が
ハ
イ
チ
に
到
着
し
、
名

古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
か
ら
は
小
林
美
紀
助
産

師
と
新
居
優
貴
臨
床
工
学
技
士
が
参
加
し
て
い

る
。
報
道
で
は
死
者
30
万
人
を
超
え
る
と
予
測

さ
れ
る
ハ
イ
チ
の
復
興
は
遠
い
。
し
か
し
ハ
イ
チ

が
本
当
に
復
興
す
る
日
ま
で
、
そ
し
て
世
界
に

紛
争
や
災
害
・
貧
困
で
苦
し
む
人
が
い
る
限
り
、

名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
の
国
際
医
療
救
援
は

続
く
。

1 2009年９月～2010年５月
ICRCアフガニスタン・ミルワイズ
地域病院支援事業
伊藤明子（国際医療救援部副部長）
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５月は赤十字運動月間です！

「母子保健プロジェクト」の一環として
高井助産師がウガンダに派遣されました。
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ウガンダ

国際救援活動

『八事日赤ニュース』が
『Future8510』に生まれ変わります。

編 集
後 記

「赤十字」の国際医療救援は、
世界の人々からの「義援金」によって運営されている。

その善意、すなわち誰かの熱い思いを、
紛争や災害で苦しむ誰かに繋げるのが「赤十字」の活動。

名古屋第二赤十字病院はその一員である。

世
界
の
災
害
や
紛
争
被
災
者
に
、

救
護
、
復
興
支
援
を
展
開

巨
大
地
震
発
生
か
ら
三
日
後
、

職
員
二
名
を
緊
急
派
遣

国
際
医
療
救
援
に
は
、

医
療
の
原
点
が
あ
る

緊
急
医
療
の
ノ
ウ
ハ
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は

地
域
災
害
に
も
生
か
さ
れ
る

今回の
キーワード

院長　石川　清

今年も藤原紀香さんが
広報特使を務めます！

ウガンダ

 I N F O R M A T I O N

名古屋第二赤十字病院、
国際医療救援活動の
「先」にあるもの。

特集ページ

八事日赤を知ろう！
ＣＫＤ（慢性腎臓病）の
予防と治療には、
「正しい知識」が
何より大切です。

病気を知ろう！
脳卒中治療は時間との戦い
より早い発見と継続的な治療が重要です

医療制度を知ろう！
地域医療支援病院

情報ページ

院長メッセージ
〒466-8650 名古屋市昭和区妙見町２番地の９
企画課 TEL 052-832-1121 内線 51141 メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp
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名古屋第二赤十字病院、
国際医療救援活動の
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　アフリカ東部のウガンダ共和国の北
部はまだ貧困地区が多く、妊産婦の
死亡率が高い状況が続いています。
日本赤十字社は、ウガンダ赤十字社
の要請を受けて2010年１月から３年
間、「母子保健プロジェクト」を実施し
ます。当院から高井久実子助産師が

３カ月間派遣され、正しいお産の知
識・技術の指導を行います。１月18日
に行われた出発式では、多くの職員
に見守られるなか、「ウガンダの母と子
に笑顔を取り戻すために頑張ります」
と決意を述べました。

　派遣状況

1 2009年９月～2010年５月
ICRCアフガニスタン・ミルワイズ
地域病院支援事業
伊藤明子（国際医療救援部副部長）
2 2009年11月～2010年２月
インドネシア保健医療支援事業
大見和敏（看護師）

3 2010年１月～2010年２月
ハイチ大地震災害救援事業（第１班）
山田悌士（第二臨床工学課長）
関塚美穂（看護係長）
4 2010年１月～2010年４月
ウガンダ母子保健医療支援事業
高井久実子（助産師）
5 2010年２月～2011年２月
タンザニア赤十字社難民支援事業
山之内千絵（看護師）
6 2010年２月～2010年３月
ハイチ大地震災害救援事業（第２班）
小林美紀（助産師）
新居優貴（臨床工学技士）
7 2010年３月～2010年４月
ハイチ大地震災害救援事業（第３班）
ヤップ・ユーウェン（医師）
平田巳雅（看護師）

　赤十字の創設者アンリー・デュ
ナンの生誕日である５月８日は、「世
界赤十字デー」として毎年世界中
で赤十字の普及活動が行われて
います。
　日本国内では、日本赤十字社の
創立記念日が５月１日ということで、
この特別な月である５月を「赤十字
運動月間」とし、より多くの皆さまに
赤十字について理解と関心をもっ

ていただくため、毎年全国的な規模で運動を展開しています。
この赤十字運動月間を中心に、愛知県内各市町村の赤十字
ボランティアや町内会・自治会などを通じ、赤十字活動へご賛同
いただける方に、活動資金のご協力をお願いしています。
　また犬山市の博物館明治村や名古屋市の東山動植物園を
はじめ、各地でイベントやキャンペーンを行います。イベントの詳
細は日本赤十字社愛知県支部ホームページをご覧ください。
http://www.aichi.jrc.or.jp/

ダミーの文章今日では医療の高度かに伴い当院は、愛知県
の災害拠点病院（地域中核災害医療センター）として、日頃
から救護訓練などを行い、万一の事態に備えています。し
かし化学剤テロなどの場合、ゾーニングや除染といった作
業が不可欠なため、通常の火事や地震といった災害時以
上に、警察・消防などの関係機関との連携が重要になりま
す。６月10日に行われたＮＢＣ災害訓練では、愛知県警察、
名古屋市消防局、名古屋市交通局、当院が参加し、互いに
連携し、役割分担しながら迅速に行動するこダミーの文章
今日では医療の高度かに伴い当院は、愛知県の災害拠点
病院（地域中核災害医療センター）として、日頃から救護訓
練などを行い、万一の事態
に備えています。しかし化
学剤テロなどの場合、ゾー
ニングや除染といった作業
が不可欠なため、通常の
火事や地震といった災害
時以上に、警察・消防など

　『八事日赤ニュース』が創刊されたのは、栗山康介院長
（現名誉院長）の時代、平成9年10月20日のことです。この
47号発行まで12年が経過しました。患者さんへの思いやり
の「心」を大切にと、病院内外のニュースを発信しその
時々のタイムリーな誌面づくりをめざし歴代の担当者が努
力してまいりました。
　この47号から紙面サ
イズを変更するにあた
り、広報誌の名前を一般
公募しました。たくさんの
ご応募ありがとうござい
ました。皆さまの声を参
考に『Future8510』
（フューチャー八事）と
生まれ変わりました。今
後もこれまでの伝統を受け継ぎ、新たな企画等を盛り込ん
だ親しまれる誌面づくりに一層努力いたします。

名古屋第二赤十字病院　企画課
メールアドレス　kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

※外来診療表は22年4月分より別刷いたします。

このたび八事日赤の情報誌として、装いをあらたにしたFuture8510（やごと）を発刊することになりました。従来の八
事日赤ニュースよりも、より豊富でホットな内容を盛り込むようにしました。当院スタッフと患者さんやそのご家族、また
地域住民の皆さまとのよりよいパートナーシップを構築するための情報ツールとしてご利用いただければ幸いです。

　
日
本
時
間
２
０
１
０
年
１
月
13
日
午
前
７
時
、

カ
リ
ブ
海
地
域
の
ハ
イ
チ
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
の

巨
大
地
震
が
発
生
。
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病

院
は
、
国
際
赤
十
字
そ
し
て
日
本
赤
十
字
社
か

ら
の
要
請
の
も
と
、
す
ぐ
さ
ま
ハ
イ
チ
赤
十
字

支
援
の
た
め
に
派
遣
可
能
な
職
員
の
人
選
に
着

手
し
た
。
中
一
日
を
お
い
て
１
月
15
日
、
国
際

赤
十
字
は
Ｅ
Ｒ
Ｕ（
緊
急
対
応
ユ
ニッ
ト※

コ
ラ
ム
参

照
）
に
よ
る
支
援
を
決
定
。
日
本
赤
十
字
社
か

ら
の
第
１
班
の
な
か
に
、
名
古
屋
第
二
赤
十
字

病
院
の
山
田
悌
士
臨
床
工
学
技
士
と
関
塚
美
穂

看
護
師
の
名
前
が
あ
っ
た
。Ｅ
Ｒ
Ｕ
の
維
持
に
必

要
な
電
気
や
水
な
ど
の
整
備
を
行
う
山
田
臨
床

工
学
技
士
は
、
今
回
で
６
回
目
の
Ｅ
Ｒ
Ｕ
派
遣
。

ま
た
関
塚
看
護
師
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
な
ど
で
の
長

期
派
遣
を
経
験
し
た
ベ
テ
ラ
ン
だ
。
そ
れ
で
も

緊
張
の
表
情
を
隠
せ
な
い
ま
ま
、
二
人
は
１
月

16
日
名
古
屋
を
出
発
。
地
震
発
生
か
ら
三
日
目

の
こ
と
で
あ
る
。

　
ハ
イ
チ
へ
の
支
援
を
例
に
、
世
界
で
活
動
す
る

国
際
赤
十
字
は
三
つ
の
組
織
で
構
成
さ
れ
る
。

赤
十
字
国
際
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
／
中
立
的
な

立
場
で
紛
争
に
よ
る
犠
牲
者
の
保
護
を
行
う
機

関
）、
国
際
赤
十
字
・
赤
新
月
社
連
盟
（
連
盟

／
災
害
救
護
や
災
害
対
策
事
業
等
の
総
合
調

整
を
行
う
機
関
）、
そ
し
て
各
国
の
赤
十
字
社
・

赤
新
月
社
（
国
際
活
動
・
国
内
活
動
を
行
う

機
関
）
だ
。
こ
の
国
際
的
な
組
織
の一員
と
し
て

日
本
赤
十
字
社
は
、Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
と
連
盟
か
ら
の
要

請
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
国
内
92
カ
所
の

赤
十
字
病
院
か
ら
５
病
院
を
「
国
際
医
療
救

援
拠
点
病
院
」
に
指
定
し
、
定
期
的
な
研
修

会
等
を
通
し
要
員
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
は
、
こ
の
国
際
医
療

救
援
拠
点
病
院
の一つ
。
１
９
８
０
年
以
来
、
日

本
の
赤
十
字
病
院
職
員
と
チ
ー
ム
を
組
み
、
あ

る
い
は
世
界
規
模
で
構
成
さ
れ
る
赤
十
字
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
、
多
く
の
職
員
を
派
遣
し
て

き
た
。

　
災
害
救
護
に
は
、「
魔
の
72
時
間
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。
生
き
埋
め
と
いっ
た
被
災
か
ら

72
時
間
の
う
ち
に
、
何
ら
か
の
救
護
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
被
災
者
の
生
死

を
決
す
る
か
ら
だ
。
換
言
す
る
と
、
災
害
救
護

は
迅
速
で
的
確
な
行
動
が
不
可
欠
と
な
る
。
そ

の
災
害
救
護
に
お
い
て
、
名
古
屋
第
二
赤
十
字

病
院
は
赤
十
字
の
国
際
医
療
救
援
拠
点
病
院
で

あ
る
一
方
、
愛
知
県
の
地
域
中
核
災
害
医
療
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
。
古
く
は
名
古
屋
市
東
山
公
園

付
近
で
の
ガ
ス
爆
発
事
故
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
、
中
華
航
空
機
墜
落
事
故
、
近
年
で
は
東

海
豪
雨
、
新
潟
県
中
越
地
震
に
際
し
て
、
常
に

災
害
直
後
か
ら
迅
速
な
対
応
、
的
確
な
行
動
で

救
護
を
行
っ
て
き
た
。
起
き
て
は
欲
し
く
な
い

万
一
だ
が
、
も
し
愛
知
県
近
郊
で
大
災
害
が
発

生
し
た
と
き
、
生
死
を
決
す
る
72
時
間
に
お
い

て
、
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
が
海
外
で
培
っ

た
「
過
酷
な
状
況
で
の
緊
急
医
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」

は
大
き
く
生
か
さ
れ
る
は
ず
だ
。

　
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
が
国
際
医
療
救

援
に
力
を
入
れ
る
理
由
を
、
石
川
清
院
長
は
こ

う
語
る
。「
当
院
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一

つ
に
『
社
会
に
貢
献
す
る
モ
ラ
ル
の
高
い
病
院
』

が
あ
り
ま
す
。
国
際
医
療
救
援
は
そ
の一
環
で

あ
り
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
満
足
な
設
備
が
な
い

な
か
で
、
自
分
で
考
え
工
夫
し
必
要
な
人
に
必

要
な
処
置
を
行
う
、
ま
さ
に
医
療
の
原
点
だ
か

ら
で
す
」。
院
長
自
身
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
国

際
医
療
救
援
に
派
遣
さ
れ
、
２
０
０
３
年
の
イ

ラ
ン
南
東
部
地
震
被
災
者
救
援
事
業
で
は
、Ｅ
Ｒ

Ｕ
で
も
重
要
な
第
１
班
で
の
任
務
を
全
う
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
国
際
医
療
救
援
へ
の
思
い
は
強
い
。

さ
ら
に
「
国
際
医
療
救
援
は
、
派
遣
さ
れ
た
職

員
だ
け
の
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら

そ
う
し
た
職
員
が
海
外
に
行
っ
て
い
る
間
、
彼

ら
の
院
内
業
務
は
他
の
職
員
が
担
っ
て
い
る
の
で

す
。
つ
ま
り
全
職
員
で
国
際
医
療
救
援
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
が
当
院
の
歴
史
と
伝
統
で
す
」。

本
年
４
月
に
は
国
際
医
療
救
援
部
の
部
長
と
し

　
Ｅ
Ｒ
Ｕ
と
は
、
緊
急
事
態
や
大
規
模
災

害
発
生
時
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
、給
水
・

衛
生
、通
信
な
ど
、７
分
野
の
専
門
家
チ
ー

ム
と
資
材
・
機
材
を
ユ
ニッ
ト
と
し
て
整
備

し
た
も
の
。
ハ
イ
チ
に
は
日
本
赤
十
字
社
の

基
礎
保
健
Ｅ
Ｒ
Ｕ
を
含
め
、
世
界
16
の
赤

十
字
か
ら
過
去
最
大
21
基
が
出
動
し
た
。

Ｅ
Ｒ
Ｕ

（
緊
急
対
応
ユ
ニ
ッ
ト
）

て
、
新
た
に
杉
本
憲
治
医
師
が
就
任
。
国
際
医

療
救
援
の
さ
ら
な
る
強
化
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
第
１
班
の
二
人
は
、
２
月
24
日
に
帰
国
し
た
。

そ
の
前
す
で
に
第
２
班
が
ハ
イ
チ
に
到
着
し
、
名

古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
か
ら
は
小
林
美
紀
助
産

師
と
新
居
優
貴
臨
床
工
学
技
士
が
参
加
し
て
い

る
。
報
道
で
は
死
者
30
万
人
を
超
え
る
と
予
測

さ
れ
る
ハ
イ
チ
の
復
興
は
遠
い
。
し
か
し
ハ
イ
チ

が
本
当
に
復
興
す
る
日
ま
で
、
そ
し
て
世
界
に

紛
争
や
災
害
・
貧
困
で
苦
し
む
人
が
い
る
限
り
、

名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
の
国
際
医
療
救
援
は

続
く
。

1 2009年９月～2010年５月
ICRCアフガニスタン・ミルワイズ
地域病院支援事業
伊藤明子（国際医療救援部副部長）
2 

3 
4 
5 
6 
7 

５月は赤十字運動月間です！

「母子保健プロジェクト」の一環として
高井助産師がウガンダに派遣されました。

Report

電子カルテ導入Report 2

ウガンダ

国際救援活動

『八事日赤ニュース』が
『Future8510』に生まれ変わります。

編 集
後 記

「赤十字」の国際医療救援は、
世界の人々からの「義援金」によって運営されている。

その善意、すなわち誰かの熱い思いを、
紛争や災害で苦しむ誰かに繋げるのが「赤十字」の活動。

名古屋第二赤十字病院はその一員である。

世
界
の
災
害
や
紛
争
被
災
者
に
、

救
護
、
復
興
支
援
を
展
開

巨
大
地
震
発
生
か
ら
三
日
後
、

職
員
二
名
を
緊
急
派
遣

国
際
医
療
救
援
に
は
、

医
療
の
原
点
が
あ
る

緊
急
医
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は

地
域
災
害
に
も
生
か
さ
れ
る

今回の
キーワード

院長　石川　清

今年も藤原紀香さんが
広報特使を務めます！

ウガンダ

 I N F O R M A T I O N

名古屋第二赤十字病院、
国際医療救援活動の
「先」にあるもの。

特集ページ

八事日赤を知ろう！
ＣＫＤ（慢性腎臓病）の
予防と治療には、
「正しい知識」が
何より大切です。

病気を知ろう！
脳卒中治療は時間との戦い
より早い発見と継続的な治療が重要です

医療制度を知ろう！
地域医療支援病院

情報ページ

院長メッセージ
〒466-8650 名古屋市昭和区妙見町２番地の９
企画課 TEL 052-832-1121 内線 51141 メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

Special Report

名古屋第二赤十字病院、
国際医療救援活動の
「先」にあるもの。
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　アフリカ東部のウガンダ共和国の北
部はまだ貧困地区が多く、妊産婦の
死亡率が高い状況が続いています。
日本赤十字社は、ウガンダ赤十字社
の要請を受けて2010年１月から３年
間、「母子保健プロジェクト」を実施し
ます。当院から高井久実子助産師が

３カ月間派遣され、正しいお産の知
識・技術の指導を行います。１月18日
に行われた出発式では、多くの職員
に見守られるなか、「ウガンダの母と子
に笑顔を取り戻すために頑張ります」
と決意を述べました。

　派遣状況

1 2009年９月～2010年５月
ICRCアフガニスタン・ミルワイズ
地域病院支援事業
伊藤明子（国際医療救援部副部長）
2 2009年11月～2010年２月
インドネシア保健医療支援事業
大見和敏（看護師）

3 2010年１月～2010年２月
ハイチ大地震災害救援事業（第１班）
山田悌士（第二臨床工学課長）
関塚美穂（看護係長）
4 2010年１月～2010年４月
ウガンダ母子保健医療支援事業
高井久実子（助産師）
5 2010年２月～2011年２月
タンザニア赤十字社難民支援事業
山之内千絵（看護師）
6 2010年２月～2010年３月
ハイチ大地震災害救援事業（第２班）
小林美紀（助産師）
新居優貴（臨床工学技士）
7 2010年３月～2010年４月
ハイチ大地震災害救援事業（第３班）
ヤップ・ユーウェン（医師）
平田巳雅（看護師）

　赤十字の創設者アンリー・デュ
ナンの生誕日である５月８日は、「世
界赤十字デー」として毎年世界中
で赤十字の普及活動が行われて
います。
　日本国内では、日本赤十字社の
創立記念日が５月１日ということで、
この特別な月である５月を「赤十字
運動月間」とし、より多くの皆さまに
赤十字について理解と関心をもっ

ていただくため、毎年全国的な規模で運動を展開しています。
この赤十字運動月間を中心に、愛知県内各市町村の赤十字
ボランティアや町内会・自治会などを通じ、赤十字活動へご賛同
いただける方に、活動資金のご協力をお願いしています。
　また犬山市の博物館明治村や名古屋市の東山動植物園を
はじめ、各地でイベントやキャンペーンを行います。イベントの詳
細は日本赤十字社愛知県支部ホームページをご覧ください。
http://www.aichi.jrc.or.jp/

ダミーの文章今日では医療の高度かに伴い当院は、愛知県
の災害拠点病院（地域中核災害医療センター）として、日頃
から救護訓練などを行い、万一の事態に備えています。し
かし化学剤テロなどの場合、ゾーニングや除染といった作
業が不可欠なため、通常の火事や地震といった災害時以
上に、警察・消防などの関係機関との連携が重要になりま
す。６月10日に行われたＮＢＣ災害訓練では、愛知県警察、
名古屋市消防局、名古屋市交通局、当院が参加し、互いに
連携し、役割分担しながら迅速に行動するこダミーの文章
今日では医療の高度かに伴い当院は、愛知県の災害拠点
病院（地域中核災害医療センター）として、日頃から救護訓
練などを行い、万一の事態
に備えています。しかし化
学剤テロなどの場合、ゾー
ニングや除染といった作業
が不可欠なため、通常の
火事や地震といった災害
時以上に、警察・消防など

　『八事日赤ニュース』が創刊されたのは、栗山康介院長
（現名誉院長）の時代、平成9年10月20日のことです。この
47号発行まで12年が経過しました。患者さんへの思いやり
の「心」を大切にと、病院内外のニュースを発信しその
時々のタイムリーな誌面づくりをめざし歴代の担当者が努
力してまいりました。
　この47号から紙面サ
イズを変更するにあた
り、広報誌の名前を一般
公募しました。たくさんの
ご応募ありがとうござい
ました。皆さまの声を参
考に『Future8510』
（フューチャー八事）と
生まれ変わりました。今
後もこれまでの伝統を受け継ぎ、新たな企画等を盛り込ん
だ親しまれる誌面づくりに一層努力いたします。

名古屋第二赤十字病院　企画課
メールアドレス　kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

※外来診療表は22年4月分より別刷いたします。

このたび八事日赤の情報誌として、装いをあらたにしたFuture8510（やごと）を発刊することになりました。従来の八
事日赤ニュースよりも、より豊富でホットな内容を盛り込むようにしました。当院スタッフと患者さんやそのご家族、また
地域住民の皆さまとのよりよいパートナーシップを構築するための情報ツールとしてご利用いただければ幸いです。

　
日
本
時
間
２
０
１
０
年
１
月
13
日
午
前
７
時
、

カ
リ
ブ
海
地
域
の
ハ
イ
チ
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
の

巨
大
地
震
が
発
生
。
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病

院
は
、
国
際
赤
十
字
そ
し
て
日
本
赤
十
字
社
か

ら
の
要
請
の
も
と
、
す
ぐ
さ
ま
ハ
イ
チ
赤
十
字

支
援
の
た
め
に
派
遣
可
能
な
職
員
の
人
選
に
着

手
し
た
。
中
一
日
を
お
い
て
１
月
15
日
、
国
際

赤
十
字
は
Ｅ
Ｒ
Ｕ（
緊
急
対
応
ユ
ニッ
ト※

コ
ラ
ム
参

照
）
に
よ
る
支
援
を
決
定
。
日
本
赤
十
字
社
か

ら
の
第
１
班
の
な
か
に
、
名
古
屋
第
二
赤
十
字

病
院
の
山
田
悌
士
臨
床
工
学
技
士
と
関
塚
美
穂

看
護
師
の
名
前
が
あ
っ
た
。Ｅ
Ｒ
Ｕ
の
維
持
に
必

要
な
電
気
や
水
な
ど
の
整
備
を
行
う
山
田
臨
床

工
学
技
士
は
、
今
回
で
６
回
目
の
Ｅ
Ｒ
Ｕ
派
遣
。

ま
た
関
塚
看
護
師
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
な
ど
で
の
長

期
派
遣
を
経
験
し
た
ベ
テ
ラ
ン
だ
。
そ
れ
で
も

緊
張
の
表
情
を
隠
せ
な
い
ま
ま
、
二
人
は
１
月

16
日
名
古
屋
を
出
発
。
地
震
発
生
か
ら
三
日
目

の
こ
と
で
あ
る
。

　
ハ
イ
チ
へ
の
支
援
を
例
に
、
世
界
で
活
動
す
る

国
際
赤
十
字
は
三
つ
の
組
織
で
構
成
さ
れ
る
。

赤
十
字
国
際
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
／
中
立
的
な

立
場
で
紛
争
に
よ
る
犠
牲
者
の
保
護
を
行
う
機

関
）、
国
際
赤
十
字
・
赤
新
月
社
連
盟
（
連
盟

／
災
害
救
護
や
災
害
対
策
事
業
等
の
総
合
調

整
を
行
う
機
関
）、
そ
し
て
各
国
の
赤
十
字
社
・

赤
新
月
社
（
国
際
活
動
・
国
内
活
動
を
行
う

機
関
）
だ
。
こ
の
国
際
的
な
組
織
の一員
と
し
て

日
本
赤
十
字
社
は
、Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
と
連
盟
か
ら
の
要

請
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
国
内
92
カ
所
の

赤
十
字
病
院
か
ら
５
病
院
を
「
国
際
医
療
救

援
拠
点
病
院
」
に
指
定
し
、
定
期
的
な
研
修

会
等
を
通
し
要
員
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
は
、
こ
の
国
際
医
療

救
援
拠
点
病
院
の一つ
。
１
９
８
０
年
以
来
、
日

本
の
赤
十
字
病
院
職
員
と
チ
ー
ム
を
組
み
、
あ

る
い
は
世
界
規
模
で
構
成
さ
れ
る
赤
十
字
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
、
多
く
の
職
員
を
派
遣
し
て

き
た
。

　
災
害
救
護
に
は
、「
魔
の
72
時
間
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。
生
き
埋
め
と
いっ
た
被
災
か
ら

72
時
間
の
う
ち
に
、
何
ら
か
の
救
護
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
被
災
者
の
生
死

を
決
す
る
か
ら
だ
。
換
言
す
る
と
、
災
害
救
護

は
迅
速
で
的
確
な
行
動
が
不
可
欠
と
な
る
。
そ

の
災
害
救
護
に
お
い
て
、
名
古
屋
第
二
赤
十
字

病
院
は
赤
十
字
の
国
際
医
療
救
援
拠
点
病
院
で

あ
る
一
方
、
愛
知
県
の
地
域
中
核
災
害
医
療
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
。
古
く
は
名
古
屋
市
東
山
公
園

付
近
で
の
ガ
ス
爆
発
事
故
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
、
中
華
航
空
機
墜
落
事
故
、
近
年
で
は
東

海
豪
雨
、
新
潟
県
中
越
地
震
に
際
し
て
、
常
に

災
害
直
後
か
ら
迅
速
な
対
応
、
的
確
な
行
動
で

救
護
を
行
っ
て
き
た
。
起
き
て
は
欲
し
く
な
い

万
一
だ
が
、
も
し
愛
知
県
近
郊
で
大
災
害
が
発

生
し
た
と
き
、
生
死
を
決
す
る
72
時
間
に
お
い

て
、
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
が
海
外
で
培
っ

た
「
過
酷
な
状
況
で
の
緊
急
医
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」

は
大
き
く
生
か
さ
れ
る
は
ず
だ
。

　
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
が
国
際
医
療
救

援
に
力
を
入
れ
る
理
由
を
、
石
川
清
院
長
は
こ

う
語
る
。「
当
院
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一

つ
に
『
社
会
に
貢
献
す
る
モ
ラ
ル
の
高
い
病
院
』

が
あ
り
ま
す
。
国
際
医
療
救
援
は
そ
の一
環
で

あ
り
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
満
足
な
設
備
が
な
い

な
か
で
、
自
分
で
考
え
工
夫
し
必
要
な
人
に
必

要
な
処
置
を
行
う
、
ま
さ
に
医
療
の
原
点
だ
か

ら
で
す
」。
院
長
自
身
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
国

際
医
療
救
援
に
派
遣
さ
れ
、
２
０
０
３
年
の
イ

ラ
ン
南
東
部
地
震
被
災
者
救
援
事
業
で
は
、Ｅ
Ｒ

Ｕ
で
も
重
要
な
第
１
班
で
の
任
務
を
全
う
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
国
際
医
療
救
援
へ
の
思
い
は
強
い
。

さ
ら
に
「
国
際
医
療
救
援
は
、
派
遣
さ
れ
た
職

員
だ
け
の
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら

そ
う
し
た
職
員
が
海
外
に
行
っ
て
い
る
間
、
彼

ら
の
院
内
業
務
は
他
の
職
員
が
担
っ
て
い
る
の
で

す
。
つ
ま
り
全
職
員
で
国
際
医
療
救
援
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
が
当
院
の
歴
史
と
伝
統
で
す
」。

本
年
４
月
に
は
国
際
医
療
救
援
部
の
部
長
と
し

　
Ｅ
Ｒ
Ｕ
と
は
、
緊
急
事
態
や
大
規
模
災

害
発
生
時
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
、給
水
・

衛
生
、通
信
な
ど
、７
分
野
の
専
門
家
チ
ー

ム
と
資
材
・
機
材
を
ユ
ニッ
ト
と
し
て
整
備

し
た
も
の
。
ハ
イ
チ
に
は
日
本
赤
十
字
社
の

基
礎
保
健
Ｅ
Ｒ
Ｕ
を
含
め
、
世
界
16
の
赤

十
字
か
ら
過
去
最
大
21
基
が
出
動
し
た
。

Ｅ
Ｒ
Ｕ

（
緊
急
対
応
ユ
ニ
ッ
ト
）

て
、
新
た
に
杉
本
憲
治
医
師
が
就
任
。
国
際
医

療
救
援
の
さ
ら
な
る
強
化
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
第
１
班
の
二
人
は
、
２
月
24
日
に
帰
国
し
た
。

そ
の
前
す
で
に
第
２
班
が
ハ
イ
チ
に
到
着
し
、
名

古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
か
ら
は
小
林
美
紀
助
産

師
と
新
居
優
貴
臨
床
工
学
技
士
が
参
加
し
て
い

る
。
報
道
で
は
死
者
30
万
人
を
超
え
る
と
予
測

さ
れ
る
ハ
イ
チ
の
復
興
は
遠
い
。
し
か
し
ハ
イ
チ

が
本
当
に
復
興
す
る
日
ま
で
、
そ
し
て
世
界
に

紛
争
や
災
害
・
貧
困
で
苦
し
む
人
が
い
る
限
り
、

名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
の
国
際
医
療
救
援
は

続
く
。

1 2009年９月～2010年５月
ICRCアフガニスタン・ミルワイズ
地域病院支援事業
伊藤明子（国際医療救援部副部長）
2 

3 
4 
5 
6 
7 

５月は赤十字運動月間です！

「母子保健プロジェクト」の一環として
高井助産師がウガンダに派遣されました。

Report

電子カルテ導入Report 2

ウガンダ

国際救援活動

『八事日赤ニュース』が
『Future8510』に生まれ変わります。

編 集
後 記

「赤十字」の国際医療救援は、
世界の人々からの「義援金」によって運営されている。

その善意、すなわち誰かの熱い思いを、
紛争や災害で苦しむ誰かに繋げるのが「赤十字」の活動。

名古屋第二赤十字病院はその一員である。

世
界
の
災
害
や
紛
争
被
災
者
に
、

救
護
、
復
興
支
援
を
展
開

巨
大
地
震
発
生
か
ら
三
日
後
、

職
員
二
名
を
緊
急
派
遣

国
際
医
療
救
援
に
は
、

医
療
の
原
点
が
あ
る

緊
急
医
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は

地
域
災
害
に
も
生
か
さ
れ
る

今回の
キーワード

院長　石川　清

今年も藤原紀香さんが
広報特使を務めます！

ウガンダ

 I N F O R M A T I O N

名古屋第二赤十字病院、
国際医療救援活動の
「先」にあるもの。

特集ページ

八事日赤を知ろう！
ＣＫＤ（慢性腎臓病）の
予防と治療には、
「正しい知識」が
何より大切です。

病気を知ろう！
脳卒中治療は時間との戦い
より早い発見と継続的な治療が重要です

医療制度を知ろう！
地域医療支援病院

情報ページ

院長メッセージ
〒466-8650 名古屋市昭和区妙見町２番地の９
企画課 TEL 052-832-1121 内線 51141 メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

Special Report

名古屋第二赤十字病院、
国際医療救援活動の
「先」にあるもの。

2010年4月16日発行　八事日赤ニュース　47号

○発行責任者／院長　石川　清
○編集／名古屋第二赤十字病院企画課　
　名古屋市昭和区妙見町２番地の９
○編集協力／H I Pコーポレーション

その先の、
未来へ。
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プラス α 花粉症の対策②プラス α 花粉症の対策① プラス α 花粉症の対策④

部屋を加湿すると、湿気で花粉

が重くなって飛散を防ぎます。

室内は加湿器の使用が効果的。 

プラス α 花粉症の対策③

300

　種々の腎疾患および高血
圧、糖尿病、メタボリックシンド
ロームなどによって検尿異常や
腎機能低下が続いている状態
を総括して「ＣＫＤ（慢性腎臓
病）」と呼びます。放置すると
「末期腎不全」になり、人工透
析が必要になるだけでなく、近
年では心筋梗塞や脳卒中など
の合併症を起こしやすいことも
分かってきました。自覚症状の
ないＣＫＤはとても多く、現在日

本の20歳以上の12.9％（約1330万人）がＣＫＤといわれ、その
うちの550万人は積極的な治療が必要な方々です。また、末
期腎不全となり慢性透析を受けてみえる患者さんは28万人を
超えています。
　しかしＣＫＤは、病態や進行に応じて適切な治療を行うこと
で症状を改善したり、末期腎不全になることを防ぐことができる
病気です。そこで名古屋第二赤十字病院では、腎臓内科部
長の武田朝美医師が中心になって「八事ＣＫＤフォーラム」を
立ち上げました。このフォーラムでは、定期的な勉強会（じんぞ
う病教室）を開催し、患者さんとそのご家族に対する正しい腎
臓病の理解促進をめざします。
　またＣＫＤは長い時間を経て改善していく病気であり、適切
な治療を行うには、当院だけでなく地域の医療機関との連携
が重要です。そこで当フォーラムでは、地域の医療機関との連
携のための学術集会も積極的に開催していく予定です。

　３月20日、八事ＣＫＤフォーラムの主催による第１回「じんぞう
病教室」が当院の加藤化学記念カンファレンスホールで開催さ
れました。当日、会場には80名近い聴講者が集まり、ＣＫＤに対
する関心の高さが伺えました。また患者さんやそのご家族だけ
でなく、地域の医療機関の医師や看護師、栄養士さんなどにも
数多くご参加いただきました。
　１時間目は、フォーラムの代表世話人である武田医師による
「慢性腎臓病とは」。ここではＣＫＤの症状と予防・治療方法な
ど、基本的な内容に関する講演を行いました。２時間目は太田
達也薬剤師による「腎臓病のくすり⑴」。腎臓病の治療に使わ
れる降圧薬の種類や効果と、服用するときの注意点に関して
解説しました。３時間目は、鬼頭陽子管理栄養士が「腎臓を守
る食事療法⑴」と題して、腎臓病の食事療法の３つの原則「た
んぱく質を控える」「エネルギーを確保する」「塩分を控える」に
ついてお話しをしました。その後の質問コーナーでは、薬や健
康食品の服用に関する具体的な質問が寄せられました。
　今後も当フォーラムでは、じんぞう病教室を定期的に開催す
る予定です。腎臓病をもっと詳しく知りたい方は、ぜひご参加く
ださい。

当院では４月より、４台のＭＲＩのうち１台を高性能の3テ
スラ（テスラ：磁気の単位）の
機種に更新しました。従来の
２倍の静磁場強度を持ち、わ
ずか直径0.3mmの血管の
状態まで鮮明に映し出すこ
とができるようになります。

名古屋第二赤十字病院では地域医療の連携推進を
めざして、地域の医療機関とクリティカルパス（日々 の治
療計画）の情報を共有し、各医療機関とともに患者さん
の治療の完結をめざしています。このパスは「地域医療
連携パス」と呼ばれ共通カルテの一部となります。現在、
大腿骨頸部骨折や脳卒中治療に利用し、最近ではが
んや心疾患の治療でもこの試みが始まりました。２月10
日（水）には当院の研修ホールにて、地域の医療機関と
当院とが合同で患者さんの双方の治療に対する症例
検討会を開き、150名の医療従事者が参加しました。

彼女たちは、政府間の経済連携協定（ＥＰＡ）により来日
し、名古屋第二赤十字病院で看護助手として勤務して
います。当院は働きながら
頑張って勉強を続ける彼
女たちを、しっかり応援して
いきます。

３月４日（木）、昭和消防署の野田和義署長をはじめ多く
の署員の方 を々お招きし、当院の研修ホールで入院患
者さんや職員向けの「消防に関する研修会」が開かれ
ました。野田署長は、コンロとタバコの火の不始末が一
般住宅の出火原因の43％を占めることに触れ、住宅用
火災報知器の設置と、放火を防ぐための整理整頓の大
切さを訴えました。また当日は、シンクロナイズドスイミング
日本代表の双子姉妹、木村真野さん・沙野さん（中京大
学在学中）が昭和消防署の一日署長として当院を訪
れ、日頃の火災予防策を話すなど、和やかな雰囲気の
研修会となりました。

花粉を部屋に入れないよう、花粉が付着しにくいスベスベした素材の服を選びましょう。 自宅に入る時は、玄関先で衣服や髪、カバンなどに付いた花粉を払い落としましょう。

　今日、愛知県では１日１件の割合で
性犯罪が発生しています。昨年は名古

　これまで日本の医療は、治療のすべてを一つの医療機関
で行う病院完結型医療でした。しかし現在は、地域全体を
一つの医療機関とする「地域完結型医療」へと流れが変
わっています。普段の健康維持は診療所の先生、すなわち
「かかりつけ医」が行い、専門的な検査や入院治療は病院
が行う、そして容態が落ち着いたら「かかりつけ医」で治療
を続けていただく。このように、地域の診療所や病院が機能
と役割を分担したうえで連携を取って「地域医療ネットワー
ク」を作り、患者さん中心の一貫した診療を提供できる体制
づくりが必要で、そのネットワークの中心に位置づくのが「地
域医療支援病院」です。

　地域医療支援病院は、都道府県知事の承認が必要で
す。承認を得るには、救急医療の提供、病床・医療機器の地
域医療機関との共同利用、地域医療機関からの紹介患者
数の比率が60％を超え地域医療機関への逆紹介比率が
40％を超えていること、地域の医療従事者の資質向上のため
の研修を実施することなどの承認基準を満たさなければなり
ません。こうした基準を満たし地域医療を支援することは、患
者さん一人ひとりに本当に必要な医療を迅速に提供すること
であり、言い換えると地域医療支援病院は、患者さんのため
に地域医療全体の高度化を図る役割を担う病院なのです。

　永年に亘る診療所や他の病院との情報交換や連携、勉
強会開催などによる積極的な関係づくりが評価され、平成
17年に当院は愛知県初の地域医療支援病院となりました
（現在、県内には地域医療支援病院が7病院あります）。現
在は、診療科ごと・疾患ごとに合同の勉強会・症例検討会を
定期的に開催し、連携する医療機関が一堂に会す機会を
増やし「顔と顔の見える連携」を強化することに努めていま
す。今後も地域の先生方を支援しながら、その先生方と協
力し、地域へのより良い医療の提供をめざします。

　脳卒中は「脳梗塞」や「脳出血」「くも膜下出血」「一過性
脳虚血発作」といった脳の病気の総称です。悪性新生物
（癌）や心疾患とともに日本人の三大死因の一つとされ、毎
年13万人近い方が亡くなっています。なかでも最も多いの
が、脳に栄養を送る血管が詰まる脳梗塞で、約75％を占め
ています。次は脳の細い血管が破れて出血し、神経細胞が
死んでしまう脳出血で、約25％という数字です。脳卒中の原
因はさまざまです。高血圧や高脂血症、糖尿病、心疾患が
大きく関与し、またそれらを引き起こす喫煙や飲酒、肥満、ス
トレス、塩分の取りすぎなども影響を与えます。

　脳卒中には初期症状があります。激しい頭痛や嘔吐、
言語障害、また、半身の動きが急に悪くなる、片方の目が見
えにくくなるといったものです。ご自分に、また、ご家族の様
子に少しでもこうした症状があったら、迷うことなく救急車
を呼ぶことが大切です。近年は医療技術の発達により、脳
梗塞を発症してから３時間以内であれば、脳血管にできた
血栓を溶解したり、くも膜下出血を起こした患部に血管内
からカテーテルを入れるなど、さまざまな治療法が確立さ
れています。

脳卒中には超急性期の救命医療が
必要であり、名古屋第二赤十字病院
は24時間体制で取り組んでいます。
その一方で、脳卒中は回復期のリハ
ビリテーションや在宅でのご家族の
支援も含め、長い目で患者さんを支
えることも重要となります。そこで当院
は平成19年７月、多くの専門職が総
合的・計画的に治療を行うＳＵＴ（サッ
ト：Stroke Unit Team）を結成しまし

た。その目的は脳卒中治療全般の向
上にあり、神経内科の医師（脳卒中
の専門医）、薬剤師、看護師、理学療
法士・作業療法士・言語聴覚療法
士、ソーシャルワーカー、栄養士、そし
て患者家族で構成されています。

　ＳＵＴは、構成メンバーが共同で回
診を行い効率的に情報共有し、定期
的な診療報告やミニレクチャーを通
して病状の評価や診療方針の決定
を行います。また、急性期以降の治
療を的確に継続するために必要な
地域連携パスの構築にも努めていま
す。そうしたＳＵＴの活動で重要なの

屋第二赤十字病院の看護師寮付近
で、職員が不審者に後をつけられる事
件もありました。現在、昭和警察署では
パトロール強化と同時に、学校や病院
で「護身研修会」を開催しています。本
年２月には、名古屋第二赤十字病院で
も研修会を開催しました。
　研修会では、女性が夜道を歩くとき
の注意点をお伝えします。絶対にやめ
てほしいのが、携帯電話を見て歩くこ
と。注意が散漫になり、危険です。夜道
では防犯ブザーを持って歩く注意深さ
が必要です。交差点では左右と後方を
確認し、不審者がいたら安全な場所に
逃げ、110番通報します。万一のときは、
大声か防犯ブザーで周囲に知らせま

す。過去、被害者の大声で犯人が逃げ
たという事例も報告されています。また
研修会では、護身術の実演も行いま
す。愛知県警察では、皆さまの安全に
役立つ情報を満載したメールマガジン
「パトネットあいち」を携帯電話にお届
けしています。ぜひホームページ（http:
//www.pref.aichi.jp/police/）からご
登録ください。

花粉シーズンは、布団・洗濯物はなるべく部屋干し。外干しの場合、外でよくはたきます。 部屋を加湿すると、湿気で花粉が重くなって飛散を防ぎます。室内は加湿器の使用が効果的。

はご家族です。病気により障害を持
ちやすい患者さんに代わり、その気
持ちや状況をチームに伝えていただ
きます。そしてそうしたご家族を、退
院支援看護師が日常に即した細か
な視点から支えるなど、ＳＵＴは広い
視野のもと一丸となって、脳卒中と戦
う患者さんとご家族と時間をともに
し、より早い社会・家庭復帰をめざし
ていきます。

第1回「じんぞう病教室」（八事ＣＫＤフォーラム主催）を開催しました。 「人と医療と地域」。その本当の豊かな姿を私たちはめざします。 

高 度
医 療

検査時間短縮と同時に
より高精度な検査が可能になります！

地 域
連 携

連携では重要な「地域連携パス」、
当院で合同委員会を開催しました。

医 学
交 流

２名のインドネシア人看護師候補生、
日本の看護師資格取得を
めざしています。

社 会
活 動

防災への意識を高めるため、
消防に関する研修会を開催しました。

日本人の８人に１人が
ＣＫＤ（慢性腎臓病）に
かかっています。

患者さんとご家族、地域の医師、
そして医療従事者の方々が、
ご参加くださいました。

脳卒中は、脳の血管の障害により
血液が脳に届かなくなる病気です

迷わず救急車を呼んでください
高度な治療法で生命を救えます

地域完結型医療の中核となり
地域医療ネットワークを支援

患者さんのために
地域医療の高度化をめざす

県下初の地域医療支援病院は
名古屋第二赤十字病院

神経内科より

専門チームを結成し、
総合的・計画的に治療

患者さん、ご家族とともに
脳卒中と戦います

ここをチェック

町とつながろう！

～愛知県昭和警察署から～

性犯罪防止のための
心がまえについて
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医療の
仕組み
を知ろう！

地域医療支援病院

マストゥールさん（左） ヌヌンさん（中央）▶

じんぞう病教室の今後のスケジュール

　第２回：６月頃
「腎臓病保存療法について」（医師より）
「腎臓病の助成制度」（医療社会事業課より）
「日常生活における留意点」（看護師より）

　第３回：９月頃
「検査データの見方」（医師より）
「腎臓を守る食事療法⑵」（栄養士より）
「腎代替療法の選択」（看護師より）

　第４回：12月頃
「腹膜透析・移植について」（医師より）
「血液透析の実際」（臨床工学技士より）
「腎臓病のくすり⑵」（薬剤師より）

腎臓内科 部長
武田　朝美

Par t
1八事日赤を

知ろう！

ＣＫＤ（慢性腎臓病）の予防と治療には、
「正しい知識」が何より大切です。

皆さまと一緒に歩みます。
「より豊かな明日」を見つめて。

Par t
2八事日赤を

知ろう！

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

脳卒中治療は
時間との戦い
より早い発見と

継続的な治療が重要です
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プラス α 花粉症の対策③
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　種々の腎疾患および高血
圧、糖尿病、メタボリックシンド
ロームなどによって検尿異常や
腎機能低下が続いている状態
を総括して「ＣＫＤ（慢性腎臓
病）」と呼びます。放置すると
「末期腎不全」になり、人工透
析が必要になるだけでなく、近
年では心筋梗塞や脳卒中など
の合併症を起こしやすいことも
分かってきました。自覚症状の
ないＣＫＤはとても多く、現在日

本の20歳以上の12.9％（約1330万人）がＣＫＤといわれ、その
うちの550万人は積極的な治療が必要な方々です。また、末
期腎不全となり慢性透析を受けてみえる患者さんは28万人を
超えています。
　しかしＣＫＤは、病態や進行に応じて適切な治療を行うこと
で症状を改善したり、末期腎不全になることを防ぐことができる
病気です。そこで名古屋第二赤十字病院では、腎臓内科部
長の武田朝美医師が中心になって「八事ＣＫＤフォーラム」を
立ち上げました。このフォーラムでは、定期的な勉強会（じんぞ
う病教室）を開催し、患者さんとそのご家族に対する正しい腎
臓病の理解促進をめざします。
　またＣＫＤは長い時間を経て改善していく病気であり、適切
な治療を行うには、当院だけでなく地域の医療機関との連携
が重要です。そこで当フォーラムでは、地域の医療機関との連
携のための学術集会も積極的に開催していく予定です。

　３月20日、八事ＣＫＤフォーラムの主催による第１回「じんぞう
病教室」が当院の加藤化学記念カンファレンスホールで開催さ
れました。当日、会場には80名近い聴講者が集まり、ＣＫＤに対
する関心の高さが伺えました。また患者さんやそのご家族だけ
でなく、地域の医療機関の医師や看護師、栄養士さんなどにも
数多くご参加いただきました。
　１時間目は、フォーラムの代表世話人である武田医師による
「慢性腎臓病とは」。ここではＣＫＤの症状と予防・治療方法な
ど、基本的な内容に関する講演を行いました。２時間目は太田
達也薬剤師による「腎臓病のくすり⑴」。腎臓病の治療に使わ
れる降圧薬の種類や効果と、服用するときの注意点に関して
解説しました。３時間目は、鬼頭陽子管理栄養士が「腎臓を守
る食事療法⑴」と題して、腎臓病の食事療法の３つの原則「た
んぱく質を控える」「エネルギーを確保する」「塩分を控える」に
ついてお話しをしました。その後の質問コーナーでは、薬や健
康食品の服用に関する具体的な質問が寄せられました。
　今後も当フォーラムでは、じんぞう病教室を定期的に開催す
る予定です。腎臓病をもっと詳しく知りたい方は、ぜひご参加く
ださい。

当院では４月より、４台のＭＲＩのうち１台を高性能の3テ
スラ（テスラ：磁気の単位）の
機種に更新しました。従来の
２倍の静磁場強度を持ち、わ
ずか直径0.3mmの血管の
状態まで鮮明に映し出すこ
とができるようになります。
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し、名古屋第二赤十字病院で看護助手として勤務して
います。当院は働きながら
頑張って勉強を続ける彼
女たちを、しっかり応援して
いきます。

３月４日（木）、昭和消防署の野田和義署長をはじめ多く
の署員の方 を々お招きし、当院の研修ホールで入院患
者さんや職員向けの「消防に関する研修会」が開かれ
ました。野田署長は、コンロとタバコの火の不始末が一
般住宅の出火原因の43％を占めることに触れ、住宅用
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わっています。普段の健康維持は診療所の先生、すなわち
「かかりつけ医」が行い、専門的な検査や入院治療は病院
が行う、そして容態が落ち着いたら「かかりつけ医」で治療
を続けていただく。このように、地域の診療所や病院が機能
と役割を分担したうえで連携を取って「地域医療ネットワー
ク」を作り、患者さん中心の一貫した診療を提供できる体制
づくりが必要で、そのネットワークの中心に位置づくのが「地
域医療支援病院」です。

　地域医療支援病院は、都道府県知事の承認が必要で
す。承認を得るには、救急医療の提供、病床・医療機器の地
域医療機関との共同利用、地域医療機関からの紹介患者
数の比率が60％を超え地域医療機関への逆紹介比率が
40％を超えていること、地域の医療従事者の資質向上のため
の研修を実施することなどの承認基準を満たさなければなり
ません。こうした基準を満たし地域医療を支援することは、患
者さん一人ひとりに本当に必要な医療を迅速に提供すること
であり、言い換えると地域医療支援病院は、患者さんのため
に地域医療全体の高度化を図る役割を担う病院なのです。

　永年に亘る診療所や他の病院との情報交換や連携、勉
強会開催などによる積極的な関係づくりが評価され、平成
17年に当院は愛知県初の地域医療支援病院となりました
（現在、県内には地域医療支援病院が7病院あります）。現
在は、診療科ごと・疾患ごとに合同の勉強会・症例検討会を
定期的に開催し、連携する医療機関が一堂に会す機会を
増やし「顔と顔の見える連携」を強化することに努めていま
す。今後も地域の先生方を支援しながら、その先生方と協
力し、地域へのより良い医療の提供をめざします。

　脳卒中は「脳梗塞」や「脳出血」「くも膜下出血」「一過性
脳虚血発作」といった脳の病気の総称です。悪性新生物
（癌）や心疾患とともに日本人の三大死因の一つとされ、毎
年13万人近い方が亡くなっています。なかでも最も多いの
が、脳に栄養を送る血管が詰まる脳梗塞で、約75％を占め
ています。次は脳の細い血管が破れて出血し、神経細胞が
死んでしまう脳出血で、約25％という数字です。脳卒中の原
因はさまざまです。高血圧や高脂血症、糖尿病、心疾患が
大きく関与し、またそれらを引き起こす喫煙や飲酒、肥満、ス
トレス、塩分の取りすぎなども影響を与えます。

　脳卒中には初期症状があります。激しい頭痛や嘔吐、
言語障害、また、半身の動きが急に悪くなる、片方の目が見
えにくくなるといったものです。ご自分に、また、ご家族の様
子に少しでもこうした症状があったら、迷うことなく救急車
を呼ぶことが大切です。近年は医療技術の発達により、脳
梗塞を発症してから３時間以内であれば、脳血管にできた
血栓を溶解したり、くも膜下出血を起こした患部に血管内
からカテーテルを入れるなど、さまざまな治療法が確立さ
れています。

脳卒中には超急性期の救命医療が
必要であり、名古屋第二赤十字病院
は24時間体制で取り組んでいます。
その一方で、脳卒中は回復期のリハ
ビリテーションや在宅でのご家族の
支援も含め、長い目で患者さんを支
えることも重要となります。そこで当院
は平成19年７月、多くの専門職が総
合的・計画的に治療を行うＳＵＴ（サッ
ト：Stroke Unit Team）を結成しまし

た。その目的は脳卒中治療全般の向
上にあり、神経内科の医師（脳卒中
の専門医）、薬剤師、看護師、理学療
法士・作業療法士・言語聴覚療法
士、ソーシャルワーカー、栄養士、そし
て患者家族で構成されています。

　ＳＵＴは、構成メンバーが共同で回
診を行い効率的に情報共有し、定期
的な診療報告やミニレクチャーを通
して病状の評価や診療方針の決定
を行います。また、急性期以降の治
療を的確に継続するために必要な
地域連携パスの構築にも努めていま
す。そうしたＳＵＴの活動で重要なの

屋第二赤十字病院の看護師寮付近
で、職員が不審者に後をつけられる事
件もありました。現在、昭和警察署では
パトロール強化と同時に、学校や病院
で「護身研修会」を開催しています。本
年２月には、名古屋第二赤十字病院で
も研修会を開催しました。
　研修会では、女性が夜道を歩くとき
の注意点をお伝えします。絶対にやめ
てほしいのが、携帯電話を見て歩くこ
と。注意が散漫になり、危険です。夜道
では防犯ブザーを持って歩く注意深さ
が必要です。交差点では左右と後方を
確認し、不審者がいたら安全な場所に
逃げ、110番通報します。万一のときは、
大声か防犯ブザーで周囲に知らせま

す。過去、被害者の大声で犯人が逃げ
たという事例も報告されています。また
研修会では、護身術の実演も行いま
す。愛知県警察では、皆さまの安全に
役立つ情報を満載したメールマガジン
「パトネットあいち」を携帯電話にお届
けしています。ぜひホームページ（http:
//www.pref.aichi.jp/police/）からご
登録ください。

花粉シーズンは、布団・洗濯物はなるべく部屋干し。外干しの場合、外でよくはたきます。 部屋を加湿すると、湿気で花粉が重くなって飛散を防ぎます。室内は加湿器の使用が効果的。

はご家族です。病気により障害を持
ちやすい患者さんに代わり、その気
持ちや状況をチームに伝えていただ
きます。そしてそうしたご家族を、退
院支援看護師が日常に即した細か
な視点から支えるなど、ＳＵＴは広い
視野のもと一丸となって、脳卒中と戦
う患者さんとご家族と時間をともに
し、より早い社会・家庭復帰をめざし
ていきます。

第1回「じんぞう病教室」（八事ＣＫＤフォーラム主催）を開催しました。 「人と医療と地域」。その本当の豊かな姿を私たちはめざします。 

高 度
医 療

検査時間短縮と同時に
より高精度な検査が可能になります！

地 域
連 携

連携では重要な「地域連携パス」、
当院で合同委員会を開催しました。

医 学
交 流

２名のインドネシア人看護師候補生、
日本の看護師資格取得を
めざしています。

社 会
活 動

防災への意識を高めるため、
消防に関する研修会を開催しました。

日本人の８人に１人が
ＣＫＤ（慢性腎臓病）に
かかっています。

患者さんとご家族、地域の医師、
そして医療従事者の方々が、
ご参加くださいました。

脳卒中は、脳の血管の障害により
血液が脳に届かなくなる病気です

迷わず救急車を呼んでください
高度な治療法で生命を救えます

地域完結型医療の中核となり
地域医療ネットワークを支援

患者さんのために
地域医療の高度化をめざす

県下初の地域医療支援病院は
名古屋第二赤十字病院

神経内科より

専門チームを結成し、
総合的・計画的に治療

患者さん、ご家族とともに
脳卒中と戦います

ここをチェック

町とつながろう！

～愛知県昭和警察署から～

性犯罪防止のための
心がまえについて

愛知県昭和警察署 
警務課長
松田 啓吾警部

神経内科（第二） 部長
安井 敬三

神経内科（第一） 部長
長谷川 康博
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医療の
仕組み
を知ろう！

地域医療支援病院

マストゥールさん（左） ヌヌンさん（中央）▶

じんぞう病教室の今後のスケジュール

　第２回：６月頃
「腎臓病保存療法について」（医師より）
「腎臓病の助成制度」（医療社会事業課より）
「日常生活における留意点」（看護師より）

　第３回：９月頃
「検査データの見方」（医師より）
「腎臓を守る食事療法⑵」（栄養士より）
「腎代替療法の選択」（看護師より）

　第４回：12月頃
「腹膜透析・移植について」（医師より）
「血液透析の実際」（臨床工学技士より）
「腎臓病のくすり⑵」（薬剤師より）

腎臓内科 部長
武田　朝美

Par t
1八事日赤を

知ろう！

ＣＫＤ（慢性腎臓病）の予防と治療には、
「正しい知識」が何より大切です。

皆さまと一緒に歩みます。
「より豊かな明日」を見つめて。

Par t
2八事日赤を

知ろう！

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

脳卒中治療は
時間との戦い
より早い発見と

継続的な治療が重要です
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部屋を加湿すると、湿気で花粉

が重くなって飛散を防ぎます。

室内は加湿器の使用が効果的。 

プラス α 花粉症の対策③

300

　種々の腎疾患および高血
圧、糖尿病、メタボリックシンド
ロームなどによって検尿異常や
腎機能低下が続いている状態
を総括して「ＣＫＤ（慢性腎臓
病）」と呼びます。放置すると
「末期腎不全」になり、人工透
析が必要になるだけでなく、近
年では心筋梗塞や脳卒中など
の合併症を起こしやすいことも
分かってきました。自覚症状の
ないＣＫＤはとても多く、現在日

本の20歳以上の12.9％（約1330万人）がＣＫＤといわれ、その
うちの550万人は積極的な治療が必要な方々です。また、末
期腎不全となり慢性透析を受けてみえる患者さんは28万人を
超えています。
　しかしＣＫＤは、病態や進行に応じて適切な治療を行うこと
で症状を改善したり、末期腎不全になることを防ぐことができる
病気です。そこで名古屋第二赤十字病院では、腎臓内科部
長の武田朝美医師が中心になって「八事ＣＫＤフォーラム」を
立ち上げました。このフォーラムでは、定期的な勉強会（じんぞ
う病教室）を開催し、患者さんとそのご家族に対する正しい腎
臓病の理解促進をめざします。
　またＣＫＤは長い時間を経て改善していく病気であり、適切
な治療を行うには、当院だけでなく地域の医療機関との連携
が重要です。そこで当フォーラムでは、地域の医療機関との連
携のための学術集会も積極的に開催していく予定です。

　３月20日、八事ＣＫＤフォーラムの主催による第１回「じんぞう
病教室」が当院の加藤化学記念カンファレンスホールで開催さ
れました。当日、会場には80名近い聴講者が集まり、ＣＫＤに対
する関心の高さが伺えました。また患者さんやそのご家族だけ
でなく、地域の医療機関の医師や看護師、栄養士さんなどにも
数多くご参加いただきました。
　１時間目は、フォーラムの代表世話人である武田医師による
「慢性腎臓病とは」。ここではＣＫＤの症状と予防・治療方法な
ど、基本的な内容に関する講演を行いました。２時間目は太田
達也薬剤師による「腎臓病のくすり⑴」。腎臓病の治療に使わ
れる降圧薬の種類や効果と、服用するときの注意点に関して
解説しました。３時間目は、鬼頭陽子管理栄養士が「腎臓を守
る食事療法⑴」と題して、腎臓病の食事療法の３つの原則「た
んぱく質を控える」「エネルギーを確保する」「塩分を控える」に
ついてお話しをしました。その後の質問コーナーでは、薬や健
康食品の服用に関する具体的な質問が寄せられました。
　今後も当フォーラムでは、じんぞう病教室を定期的に開催す
る予定です。腎臓病をもっと詳しく知りたい方は、ぜひご参加く
ださい。

当院では４月より、４台のＭＲＩのうち１台を高性能の3テ
スラ（テスラ：磁気の単位）の
機種に更新しました。従来の
２倍の静磁場強度を持ち、わ
ずか直径0.3mmの血管の
状態まで鮮明に映し出すこ
とができるようになります。

名古屋第二赤十字病院では地域医療の連携推進を
めざして、地域の医療機関とクリティカルパス（日々 の治
療計画）の情報を共有し、各医療機関とともに患者さん
の治療の完結をめざしています。このパスは「地域医療
連携パス」と呼ばれ共通カルテの一部となります。現在、
大腿骨頸部骨折や脳卒中治療に利用し、最近ではが
んや心疾患の治療でもこの試みが始まりました。２月10
日（水）には当院の研修ホールにて、地域の医療機関と
当院とが合同で患者さんの双方の治療に対する症例
検討会を開き、150名の医療従事者が参加しました。

彼女たちは、政府間の経済連携協定（ＥＰＡ）により来日
し、名古屋第二赤十字病院で看護助手として勤務して
います。当院は働きながら
頑張って勉強を続ける彼
女たちを、しっかり応援して
いきます。

３月４日（木）、昭和消防署の野田和義署長をはじめ多く
の署員の方 を々お招きし、当院の研修ホールで入院患
者さんや職員向けの「消防に関する研修会」が開かれ
ました。野田署長は、コンロとタバコの火の不始末が一
般住宅の出火原因の43％を占めることに触れ、住宅用
火災報知器の設置と、放火を防ぐための整理整頓の大
切さを訴えました。また当日は、シンクロナイズドスイミング
日本代表の双子姉妹、木村真野さん・沙野さん（中京大
学在学中）が昭和消防署の一日署長として当院を訪
れ、日頃の火災予防策を話すなど、和やかな雰囲気の
研修会となりました。

花粉を部屋に入れないよう、花粉が付着しにくいスベスベした素材の服を選びましょう。 自宅に入る時は、玄関先で衣服や髪、カバンなどに付いた花粉を払い落としましょう。

　今日、愛知県では１日１件の割合で
性犯罪が発生しています。昨年は名古

　これまで日本の医療は、治療のすべてを一つの医療機関
で行う病院完結型医療でした。しかし現在は、地域全体を
一つの医療機関とする「地域完結型医療」へと流れが変
わっています。普段の健康維持は診療所の先生、すなわち
「かかりつけ医」が行い、専門的な検査や入院治療は病院
が行う、そして容態が落ち着いたら「かかりつけ医」で治療
を続けていただく。このように、地域の診療所や病院が機能
と役割を分担したうえで連携を取って「地域医療ネットワー
ク」を作り、患者さん中心の一貫した診療を提供できる体制
づくりが必要で、そのネットワークの中心に位置づくのが「地
域医療支援病院」です。

　地域医療支援病院は、都道府県知事の承認が必要で
す。承認を得るには、救急医療の提供、病床・医療機器の地
域医療機関との共同利用、地域医療機関からの紹介患者
数の比率が60％を超え地域医療機関への逆紹介比率が
40％を超えていること、地域の医療従事者の資質向上のため
の研修を実施することなどの承認基準を満たさなければなり
ません。こうした基準を満たし地域医療を支援することは、患
者さん一人ひとりに本当に必要な医療を迅速に提供すること
であり、言い換えると地域医療支援病院は、患者さんのため
に地域医療全体の高度化を図る役割を担う病院なのです。

　永年に亘る診療所や他の病院との情報交換や連携、勉
強会開催などによる積極的な関係づくりが評価され、平成
17年に当院は愛知県初の地域医療支援病院となりました
（現在、県内には地域医療支援病院が7病院あります）。現
在は、診療科ごと・疾患ごとに合同の勉強会・症例検討会を
定期的に開催し、連携する医療機関が一堂に会す機会を
増やし「顔と顔の見える連携」を強化することに努めていま
す。今後も地域の先生方を支援しながら、その先生方と協
力し、地域へのより良い医療の提供をめざします。

　脳卒中は「脳梗塞」や「脳出血」「くも膜下出血」「一過性
脳虚血発作」といった脳の病気の総称です。悪性新生物
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年13万人近い方が亡くなっています。なかでも最も多いの
が、脳に栄養を送る血管が詰まる脳梗塞で、約75％を占め
ています。次は脳の細い血管が破れて出血し、神経細胞が
死んでしまう脳出血で、約25％という数字です。脳卒中の原
因はさまざまです。高血圧や高脂血症、糖尿病、心疾患が
大きく関与し、またそれらを引き起こす喫煙や飲酒、肥満、ス
トレス、塩分の取りすぎなども影響を与えます。

　脳卒中には初期症状があります。激しい頭痛や嘔吐、
言語障害、また、半身の動きが急に悪くなる、片方の目が見
えにくくなるといったものです。ご自分に、また、ご家族の様
子に少しでもこうした症状があったら、迷うことなく救急車
を呼ぶことが大切です。近年は医療技術の発達により、脳
梗塞を発症してから３時間以内であれば、脳血管にできた
血栓を溶解したり、くも膜下出血を起こした患部に血管内
からカテーテルを入れるなど、さまざまな治療法が確立さ
れています。

脳卒中には超急性期の救命医療が
必要であり、名古屋第二赤十字病院
は24時間体制で取り組んでいます。
その一方で、脳卒中は回復期のリハ
ビリテーションや在宅でのご家族の
支援も含め、長い目で患者さんを支
えることも重要となります。そこで当院
は平成19年７月、多くの専門職が総
合的・計画的に治療を行うＳＵＴ（サッ
ト：Stroke Unit Team）を結成しまし

た。その目的は脳卒中治療全般の向
上にあり、神経内科の医師（脳卒中
の専門医）、薬剤師、看護師、理学療
法士・作業療法士・言語聴覚療法
士、ソーシャルワーカー、栄養士、そし
て患者家族で構成されています。

　ＳＵＴは、構成メンバーが共同で回
診を行い効率的に情報共有し、定期
的な診療報告やミニレクチャーを通
して病状の評価や診療方針の決定
を行います。また、急性期以降の治
療を的確に継続するために必要な
地域連携パスの構築にも努めていま
す。そうしたＳＵＴの活動で重要なの

屋第二赤十字病院の看護師寮付近
で、職員が不審者に後をつけられる事
件もありました。現在、昭和警察署では
パトロール強化と同時に、学校や病院
で「護身研修会」を開催しています。本
年２月には、名古屋第二赤十字病院で
も研修会を開催しました。
　研修会では、女性が夜道を歩くとき
の注意点をお伝えします。絶対にやめ
てほしいのが、携帯電話を見て歩くこ
と。注意が散漫になり、危険です。夜道
では防犯ブザーを持って歩く注意深さ
が必要です。交差点では左右と後方を
確認し、不審者がいたら安全な場所に
逃げ、110番通報します。万一のときは、
大声か防犯ブザーで周囲に知らせま

す。過去、被害者の大声で犯人が逃げ
たという事例も報告されています。また
研修会では、護身術の実演も行いま
す。愛知県警察では、皆さまの安全に
役立つ情報を満載したメールマガジン
「パトネットあいち」を携帯電話にお届
けしています。ぜひホームページ（http:
//www.pref.aichi.jp/police/）からご
登録ください。

花粉シーズンは、布団・洗濯物はなるべく部屋干し。外干しの場合、外でよくはたきます。 部屋を加湿すると、湿気で花粉が重くなって飛散を防ぎます。室内は加湿器の使用が効果的。

はご家族です。病気により障害を持
ちやすい患者さんに代わり、その気
持ちや状況をチームに伝えていただ
きます。そしてそうしたご家族を、退
院支援看護師が日常に即した細か
な視点から支えるなど、ＳＵＴは広い
視野のもと一丸となって、脳卒中と戦
う患者さんとご家族と時間をともに
し、より早い社会・家庭復帰をめざし
ていきます。

第1回「じんぞう病教室」（八事ＣＫＤフォーラム主催）を開催しました。 「人と医療と地域」。その本当の豊かな姿を私たちはめざします。 

高 度
医 療

検査時間短縮と同時に
より高精度な検査が可能になります！

地 域
連 携

連携では重要な「地域連携パス」、
当院で合同委員会を開催しました。

医 学
交 流

２名のインドネシア人看護師候補生、
日本の看護師資格取得を
めざしています。

社 会
活 動

防災への意識を高めるため、
消防に関する研修会を開催しました。

日本人の８人に１人が
ＣＫＤ（慢性腎臓病）に
かかっています。

患者さんとご家族、地域の医師、
そして医療従事者の方々が、
ご参加くださいました。

脳卒中は、脳の血管の障害により
血液が脳に届かなくなる病気です

迷わず救急車を呼んでください
高度な治療法で生命を救えます

地域完結型医療の中核となり
地域医療ネットワークを支援

患者さんのために
地域医療の高度化をめざす

県下初の地域医療支援病院は
名古屋第二赤十字病院

神経内科より

専門チームを結成し、
総合的・計画的に治療

患者さん、ご家族とともに
脳卒中と戦います

ここをチェック

町とつながろう！

～愛知県昭和警察署から～

性犯罪防止のための
心がまえについて

愛知県昭和警察署 
警務課長
松田 啓吾警部

神経内科（第二） 部長
安井 敬三

神経内科（第一） 部長
長谷川 康博
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医療の
仕組み
を知ろう！

地域医療支援病院

マストゥールさん（左） ヌヌンさん（中央）▶

じんぞう病教室の今後のスケジュール

　第２回：６月頃
「腎臓病保存療法について」（医師より）
「腎臓病の助成制度」（医療社会事業課より）
「日常生活における留意点」（看護師より）

　第３回：９月頃
「検査データの見方」（医師より）
「腎臓を守る食事療法⑵」（栄養士より）
「腎代替療法の選択」（看護師より）

　第４回：12月頃
「腹膜透析・移植について」（医師より）
「血液透析の実際」（臨床工学技士より）
「腎臓病のくすり⑵」（薬剤師より）

腎臓内科 部長
武田　朝美

Par t
1八事日赤を

知ろう！

ＣＫＤ（慢性腎臓病）の予防と治療には、
「正しい知識」が何より大切です。

皆さまと一緒に歩みます。
「より豊かな明日」を見つめて。

Par t
2八事日赤を

知ろう！

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

脳卒中治療は
時間との戦い
より早い発見と

継続的な治療が重要です
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部屋を加湿すると、湿気で花粉

が重くなって飛散を防ぎます。

室内は加湿器の使用が効果的。 

プラス α 花粉症の対策③
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　種々の腎疾患および高血
圧、糖尿病、メタボリックシンド
ロームなどによって検尿異常や
腎機能低下が続いている状態
を総括して「ＣＫＤ（慢性腎臓
病）」と呼びます。放置すると
「末期腎不全」になり、人工透
析が必要になるだけでなく、近
年では心筋梗塞や脳卒中など
の合併症を起こしやすいことも
分かってきました。自覚症状の
ないＣＫＤはとても多く、現在日

本の20歳以上の12.9％（約1330万人）がＣＫＤといわれ、その
うちの550万人は積極的な治療が必要な方々です。また、末
期腎不全となり慢性透析を受けてみえる患者さんは28万人を
超えています。
　しかしＣＫＤは、病態や進行に応じて適切な治療を行うこと
で症状を改善したり、末期腎不全になることを防ぐことができる
病気です。そこで名古屋第二赤十字病院では、腎臓内科部
長の武田朝美医師が中心になって「八事ＣＫＤフォーラム」を
立ち上げました。このフォーラムでは、定期的な勉強会（じんぞ
う病教室）を開催し、患者さんとそのご家族に対する正しい腎
臓病の理解促進をめざします。
　またＣＫＤは長い時間を経て改善していく病気であり、適切
な治療を行うには、当院だけでなく地域の医療機関との連携
が重要です。そこで当フォーラムでは、地域の医療機関との連
携のための学術集会も積極的に開催していく予定です。

　３月20日、八事ＣＫＤフォーラムの主催による第１回「じんぞう
病教室」が当院の加藤化学記念カンファレンスホールで開催さ
れました。当日、会場には80名近い聴講者が集まり、ＣＫＤに対
する関心の高さが伺えました。また患者さんやそのご家族だけ
でなく、地域の医療機関の医師や看護師、栄養士さんなどにも
数多くご参加いただきました。
　１時間目は、フォーラムの代表世話人である武田医師による
「慢性腎臓病とは」。ここではＣＫＤの症状と予防・治療方法な
ど、基本的な内容に関する講演を行いました。２時間目は太田
達也薬剤師による「腎臓病のくすり⑴」。腎臓病の治療に使わ
れる降圧薬の種類や効果と、服用するときの注意点に関して
解説しました。３時間目は、鬼頭陽子管理栄養士が「腎臓を守
る食事療法⑴」と題して、腎臓病の食事療法の３つの原則「た
んぱく質を控える」「エネルギーを確保する」「塩分を控える」に
ついてお話しをしました。その後の質問コーナーでは、薬や健
康食品の服用に関する具体的な質問が寄せられました。
　今後も当フォーラムでは、じんぞう病教室を定期的に開催す
る予定です。腎臓病をもっと詳しく知りたい方は、ぜひご参加く
ださい。

当院では４月より、４台のＭＲＩのうち１台を高性能の3テ
スラ（テスラ：磁気の単位）の
機種に更新しました。従来の
２倍の静磁場強度を持ち、わ
ずか直径0.3mmの血管の
状態まで鮮明に映し出すこ
とができるようになります。

名古屋第二赤十字病院では地域医療の連携推進を
めざして、地域の医療機関とクリティカルパス（日々 の治
療計画）の情報を共有し、各医療機関とともに患者さん
の治療の完結をめざしています。このパスは「地域医療
連携パス」と呼ばれ共通カルテの一部となります。現在、
大腿骨頸部骨折や脳卒中治療に利用し、最近ではが
んや心疾患の治療でもこの試みが始まりました。２月10
日（水）には当院の研修ホールにて、地域の医療機関と
当院とが合同で患者さんの双方の治療に対する症例
検討会を開き、150名の医療従事者が参加しました。

彼女たちは、政府間の経済連携協定（ＥＰＡ）により来日
し、名古屋第二赤十字病院で看護助手として勤務して
います。当院は働きながら
頑張って勉強を続ける彼
女たちを、しっかり応援して
いきます。

３月４日（木）、昭和消防署の野田和義署長をはじめ多く
の署員の方 を々お招きし、当院の研修ホールで入院患
者さんや職員向けの「消防に関する研修会」が開かれ
ました。野田署長は、コンロとタバコの火の不始末が一
般住宅の出火原因の43％を占めることに触れ、住宅用
火災報知器の設置と、放火を防ぐための整理整頓の大
切さを訴えました。また当日は、シンクロナイズドスイミング
日本代表の双子姉妹、木村真野さん・沙野さん（中京大
学在学中）が昭和消防署の一日署長として当院を訪
れ、日頃の火災予防策を話すなど、和やかな雰囲気の
研修会となりました。

花粉を部屋に入れないよう、花粉が付着しにくいスベスベした素材の服を選びましょう。 自宅に入る時は、玄関先で衣服や髪、カバンなどに付いた花粉を払い落としましょう。

　今日、愛知県では１日１件の割合で
性犯罪が発生しています。昨年は名古

　これまで日本の医療は、治療のすべてを一つの医療機関
で行う病院完結型医療でした。しかし現在は、地域全体を
一つの医療機関とする「地域完結型医療」へと流れが変
わっています。普段の健康維持は診療所の先生、すなわち
「かかりつけ医」が行い、専門的な検査や入院治療は病院
が行う、そして容態が落ち着いたら「かかりつけ医」で治療
を続けていただく。このように、地域の診療所や病院が機能
と役割を分担したうえで連携を取って「地域医療ネットワー
ク」を作り、患者さん中心の一貫した診療を提供できる体制
づくりが必要で、そのネットワークの中心に位置づくのが「地
域医療支援病院」です。

　地域医療支援病院は、都道府県知事の承認が必要で
す。承認を得るには、救急医療の提供、病床・医療機器の地
域医療機関との共同利用、地域医療機関からの紹介患者
数の比率が60％を超え地域医療機関への逆紹介比率が
40％を超えていること、地域の医療従事者の資質向上のため
の研修を実施することなどの承認基準を満たさなければなり
ません。こうした基準を満たし地域医療を支援することは、患
者さん一人ひとりに本当に必要な医療を迅速に提供すること
であり、言い換えると地域医療支援病院は、患者さんのため
に地域医療全体の高度化を図る役割を担う病院なのです。

　永年に亘る診療所や他の病院との情報交換や連携、勉
強会開催などによる積極的な関係づくりが評価され、平成
17年に当院は愛知県初の地域医療支援病院となりました
（現在、県内には地域医療支援病院が7病院あります）。現
在は、診療科ごと・疾患ごとに合同の勉強会・症例検討会を
定期的に開催し、連携する医療機関が一堂に会す機会を
増やし「顔と顔の見える連携」を強化することに努めていま
す。今後も地域の先生方を支援しながら、その先生方と協
力し、地域へのより良い医療の提供をめざします。

　脳卒中は「脳梗塞」や「脳出血」「くも膜下出血」「一過性
脳虚血発作」といった脳の病気の総称です。悪性新生物
（癌）や心疾患とともに日本人の三大死因の一つとされ、毎
年13万人近い方が亡くなっています。なかでも最も多いの
が、脳に栄養を送る血管が詰まる脳梗塞で、約75％を占め
ています。次は脳の細い血管が破れて出血し、神経細胞が
死んでしまう脳出血で、約25％という数字です。脳卒中の原
因はさまざまです。高血圧や高脂血症、糖尿病、心疾患が
大きく関与し、またそれらを引き起こす喫煙や飲酒、肥満、ス
トレス、塩分の取りすぎなども影響を与えます。

　脳卒中には初期症状があります。激しい頭痛や嘔吐、
言語障害、また、半身の動きが急に悪くなる、片方の目が見
えにくくなるといったものです。ご自分に、また、ご家族の様
子に少しでもこうした症状があったら、迷うことなく救急車
を呼ぶことが大切です。近年は医療技術の発達により、脳
梗塞を発症してから３時間以内であれば、脳血管にできた
血栓を溶解したり、くも膜下出血を起こした患部に血管内
からカテーテルを入れるなど、さまざまな治療法が確立さ
れています。

脳卒中には超急性期の救命医療が
必要であり、名古屋第二赤十字病院
は24時間体制で取り組んでいます。
その一方で、脳卒中は回復期のリハ
ビリテーションや在宅でのご家族の
支援も含め、長い目で患者さんを支
えることも重要となります。そこで当院
は平成19年７月、多くの専門職が総
合的・計画的に治療を行うＳＵＴ（サッ
ト：Stroke Unit Team）を結成しまし

た。その目的は脳卒中治療全般の向
上にあり、神経内科の医師（脳卒中
の専門医）、薬剤師、看護師、理学療
法士・作業療法士・言語聴覚療法
士、ソーシャルワーカー、栄養士、そし
て患者家族で構成されています。

　ＳＵＴは、構成メンバーが共同で回
診を行い効率的に情報共有し、定期
的な診療報告やミニレクチャーを通
して病状の評価や診療方針の決定
を行います。また、急性期以降の治
療を的確に継続するために必要な
地域連携パスの構築にも努めていま
す。そうしたＳＵＴの活動で重要なの

屋第二赤十字病院の看護師寮付近
で、職員が不審者に後をつけられる事
件もありました。現在、昭和警察署では
パトロール強化と同時に、学校や病院
で「護身研修会」を開催しています。本
年２月には、名古屋第二赤十字病院で
も研修会を開催しました。
　研修会では、女性が夜道を歩くとき
の注意点をお伝えします。絶対にやめ
てほしいのが、携帯電話を見て歩くこ
と。注意が散漫になり、危険です。夜道
では防犯ブザーを持って歩く注意深さ
が必要です。交差点では左右と後方を
確認し、不審者がいたら安全な場所に
逃げ、110番通報します。万一のときは、
大声か防犯ブザーで周囲に知らせま

す。過去、被害者の大声で犯人が逃げ
たという事例も報告されています。また
研修会では、護身術の実演も行いま
す。愛知県警察では、皆さまの安全に
役立つ情報を満載したメールマガジン
「パトネットあいち」を携帯電話にお届
けしています。ぜひホームページ（http:
//www.pref.aichi.jp/police/）からご
登録ください。

花粉シーズンは、布団・洗濯物はなるべく部屋干し。外干しの場合、外でよくはたきます。 部屋を加湿すると、湿気で花粉が重くなって飛散を防ぎます。室内は加湿器の使用が効果的。

はご家族です。病気により障害を持
ちやすい患者さんに代わり、その気
持ちや状況をチームに伝えていただ
きます。そしてそうしたご家族を、退
院支援看護師が日常に即した細か
な視点から支えるなど、ＳＵＴは広い
視野のもと一丸となって、脳卒中と戦
う患者さんとご家族と時間をともに
し、より早い社会・家庭復帰をめざし
ていきます。

第1回「じんぞう病教室」（八事ＣＫＤフォーラム主催）を開催しました。 「人と医療と地域」。その本当の豊かな姿を私たちはめざします。 

高 度
医 療

検査時間短縮と同時に
より高精度な検査が可能になります！

地 域
連 携

連携では重要な「地域連携パス」、
当院で合同委員会を開催しました。

医 学
交 流

２名のインドネシア人看護師候補生、
日本の看護師資格取得を
めざしています。

社 会
活 動

防災への意識を高めるため、
消防に関する研修会を開催しました。

日本人の８人に１人が
ＣＫＤ（慢性腎臓病）に
かかっています。

患者さんとご家族、地域の医師、
そして医療従事者の方々が、
ご参加くださいました。

脳卒中は、脳の血管の障害により
血液が脳に届かなくなる病気です

迷わず救急車を呼んでください
高度な治療法で生命を救えます

地域完結型医療の中核となり
地域医療ネットワークを支援

患者さんのために
地域医療の高度化をめざす

県下初の地域医療支援病院は
名古屋第二赤十字病院

神経内科より

専門チームを結成し、
総合的・計画的に治療

患者さん、ご家族とともに
脳卒中と戦います

ここをチェック

町とつながろう！

～愛知県昭和警察署から～

性犯罪防止のための
心がまえについて

愛知県昭和警察署 
警務課長
松田 啓吾警部

神経内科（第二） 部長
安井 敬三

神経内科（第一） 部長
長谷川 康博

地域医療支援病院

診診連携 病診連携

病病連携■地域医療ネットワーク 病病連携

診診連携 病診連携

診療所

急性期病院 回復期病院 療養型病院

患者

診療所患者

診療所患者

医療の
仕組み
を知ろう！

地域医療支援病院

マストゥールさん（左） ヌヌンさん（中央）▶

じんぞう病教室の今後のスケジュール

　第２回：６月頃
「腎臓病保存療法について」（医師より）
「腎臓病の助成制度」（医療社会事業課より）
「日常生活における留意点」（看護師より）

　第３回：９月頃
「検査データの見方」（医師より）
「腎臓を守る食事療法⑵」（栄養士より）
「腎代替療法の選択」（看護師より）

　第４回：12月頃
「腹膜透析・移植について」（医師より）
「血液透析の実際」（臨床工学技士より）
「腎臓病のくすり⑵」（薬剤師より）

腎臓内科 部長
武田　朝美

Par t
1八事日赤を

知ろう！

ＣＫＤ（慢性腎臓病）の予防と治療には、
「正しい知識」が何より大切です。

皆さまと一緒に歩みます。
「より豊かな明日」を見つめて。

Par t
2八事日赤を

知ろう！

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

脳卒中治療は
時間との戦い
より早い発見と

継続的な治療が重要です

T  O  P  I  C  S

14.25QリュウミンM　行送り22H　1行17字　1段32行×4段
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　アフリカ東部のウガンダ共和国の北
部はまだ貧困地区が多く、妊産婦の
死亡率が高い状況が続いています。
日本赤十字社は、ウガンダ赤十字社
の要請を受けて2010年１月から３年
間、「母子保健プロジェクト」を実施し
ます。当院から高井久実子助産師が

３カ月間派遣され、正しいお産の知
識・技術の指導を行います。１月18日
に行われた出発式では、多くの職員
に見守られるなか、「ウガンダの母と子
に笑顔を取り戻すために頑張ります」
と決意を述べました。

　派遣状況

1 2009年９月～2010年５月
ICRCアフガニスタン・ミルワイズ
地域病院支援事業
伊藤明子（国際医療救援部副部長）
2 2009年11月～2010年２月
インドネシア保健医療支援事業
大見和敏（看護師）

3 2010年１月～2010年２月
ハイチ大地震災害救援事業（第１班）
山田悌士（第二臨床工学課長）
関塚美穂（看護係長）
4 2010年１月～2010年４月
ウガンダ母子保健医療支援事業
高井久実子（助産師）
5 2010年２月～2011年２月
タンザニア赤十字社難民支援事業
山之内千絵（看護師）
6 2010年２月～2010年３月
ハイチ大地震災害救援事業（第２班）
小林美紀（助産師）
新居優貴（臨床工学技士）
7 2010年３月～2010年４月
ハイチ大地震災害救援事業（第３班）
ヤップ・ユーウェン（医師）
平田巳雅（看護師）

　赤十字の創設者アンリー・デュ
ナンの生誕日である５月８日は、「世
界赤十字デー」として毎年世界中
で赤十字の普及活動が行われて
います。
　日本国内では、日本赤十字社の
創立記念日が５月１日ということで、
この特別な月である５月を「赤十字
運動月間」とし、より多くの皆さまに
赤十字について理解と関心をもっ

ていただくため、毎年全国的な規模で運動を展開しています。
この赤十字運動月間を中心に、愛知県内各市町村の赤十字
ボランティアや町内会・自治会などを通じ、赤十字活動へご賛同
いただける方に、活動資金のご協力をお願いしています。
　また犬山市の博物館明治村や名古屋市の東山動植物園を
はじめ、各地でイベントやキャンペーンを行います。イベントの詳
細は日本赤十字社愛知県支部ホームページをご覧ください。
http://www.aichi.jrc.or.jp/

ダミーの文章今日では医療の高度かに伴い当院は、愛知県
の災害拠点病院（地域中核災害医療センター）として、日頃
から救護訓練などを行い、万一の事態に備えています。し
かし化学剤テロなどの場合、ゾーニングや除染といった作
業が不可欠なため、通常の火事や地震といった災害時以
上に、警察・消防などの関係機関との連携が重要になりま
す。６月10日に行われたＮＢＣ災害訓練では、愛知県警察、
名古屋市消防局、名古屋市交通局、当院が参加し、互いに
連携し、役割分担しながら迅速に行動するこダミーの文章
今日では医療の高度かに伴い当院は、愛知県の災害拠点
病院（地域中核災害医療センター）として、日頃から救護訓
練などを行い、万一の事態
に備えています。しかし化
学剤テロなどの場合、ゾー
ニングや除染といった作業
が不可欠なため、通常の
火事や地震といった災害
時以上に、警察・消防など

　『八事日赤ニュース』が創刊されたのは、栗山康介院長
（現名誉院長）の時代、平成9年10月20日のことです。この
47号発行まで12年が経過しました。患者さんへの思いやり
の「心」を大切にと、病院内外のニュースを発信しその
時々のタイムリーな誌面づくりをめざし歴代の担当者が努
力してまいりました。
　この47号から紙面サ
イズを変更するにあた
り、広報誌の名前を一般
公募しました。たくさんの
ご応募ありがとうござい
ました。皆さまの声を参
考に『Future8510』
（フューチャー八事）と
生まれ変わりました。今
後もこれまでの伝統を受け継ぎ、新たな企画等を盛り込ん
だ親しまれる誌面づくりに一層努力いたします。

名古屋第二赤十字病院　企画課
メールアドレス　kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

※外来診療表は22年4月分より別刷いたします。

このたび八事日赤の情報誌として、装いをあらたにしたFuture8510（やごと）を発刊することになりました。従来の八
事日赤ニュースよりも、より豊富でホットな内容を盛り込むようにしました。当院スタッフと患者さんやそのご家族、また
地域住民の皆さまとのよりよいパートナーシップを構築するための情報ツールとしてご利用いただければ幸いです。

　
日
本
時
間
２
０
１
０
年
１
月
13
日
午
前
７
時
、

カ
リ
ブ
海
地
域
の
ハ
イ
チ
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
の

巨
大
地
震
が
発
生
。
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病

院
は
、
国
際
赤
十
字
そ
し
て
日
本
赤
十
字
社
か

ら
の
要
請
の
も
と
、
す
ぐ
さ
ま
ハ
イ
チ
赤
十
字

支
援
の
た
め
に
派
遣
可
能
な
職
員
の
人
選
に
着

手
し
た
。
中
一
日
を
お
い
て
１
月
15
日
、
国
際

赤
十
字
は
Ｅ
Ｒ
Ｕ（
緊
急
対
応
ユ
ニッ
ト※

コ
ラ
ム
参

照
）
に
よ
る
支
援
を
決
定
。
日
本
赤
十
字
社
か

ら
の
第
１
班
の
な
か
に
、
名
古
屋
第
二
赤
十
字

病
院
の
山
田
悌
士
臨
床
工
学
技
士
と
関
塚
美
穂

看
護
師
の
名
前
が
あ
っ
た
。Ｅ
Ｒ
Ｕ
の
維
持
に
必

要
な
電
気
や
水
な
ど
の
整
備
を
行
う
山
田
臨
床

工
学
技
士
は
、
今
回
で
６
回
目
の
Ｅ
Ｒ
Ｕ
派
遣
。

ま
た
関
塚
看
護
師
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
な
ど
で
の
長

期
派
遣
を
経
験
し
た
ベ
テ
ラ
ン
だ
。
そ
れ
で
も

緊
張
の
表
情
を
隠
せ
な
い
ま
ま
、
二
人
は
１
月

16
日
名
古
屋
を
出
発
。
地
震
発
生
か
ら
三
日
目

の
こ
と
で
あ
る
。

　
ハ
イ
チ
へ
の
支
援
を
例
に
、
世
界
で
活
動
す
る

国
際
赤
十
字
は
三
つ
の
組
織
で
構
成
さ
れ
る
。

赤
十
字
国
際
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
／
中
立
的
な

立
場
で
紛
争
に
よ
る
犠
牲
者
の
保
護
を
行
う
機

関
）、
国
際
赤
十
字
・
赤
新
月
社
連
盟
（
連
盟

／
災
害
救
護
や
災
害
対
策
事
業
等
の
総
合
調

整
を
行
う
機
関
）、
そ
し
て
各
国
の
赤
十
字
社
・

赤
新
月
社
（
国
際
活
動
・
国
内
活
動
を
行
う

機
関
）
だ
。
こ
の
国
際
的
な
組
織
の一員
と
し
て

日
本
赤
十
字
社
は
、Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
と
連
盟
か
ら
の
要

請
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
国
内
92
カ
所
の

赤
十
字
病
院
か
ら
５
病
院
を
「
国
際
医
療
救

援
拠
点
病
院
」
に
指
定
し
、
定
期
的
な
研
修

会
等
を
通
し
要
員
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
は
、
こ
の
国
際
医
療

救
援
拠
点
病
院
の一つ
。
１
９
８
０
年
以
来
、
日

本
の
赤
十
字
病
院
職
員
と
チ
ー
ム
を
組
み
、
あ

る
い
は
世
界
規
模
で
構
成
さ
れ
る
赤
十
字
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
、
多
く
の
職
員
を
派
遣
し
て

き
た
。

　
災
害
救
護
に
は
、「
魔
の
72
時
間
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。
生
き
埋
め
と
いっ
た
被
災
か
ら

72
時
間
の
う
ち
に
、
何
ら
か
の
救
護
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
被
災
者
の
生
死

を
決
す
る
か
ら
だ
。
換
言
す
る
と
、
災
害
救
護

は
迅
速
で
的
確
な
行
動
が
不
可
欠
と
な
る
。
そ

の
災
害
救
護
に
お
い
て
、
名
古
屋
第
二
赤
十
字

病
院
は
赤
十
字
の
国
際
医
療
救
援
拠
点
病
院
で

あ
る
一
方
、
愛
知
県
の
地
域
中
核
災
害
医
療
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
。
古
く
は
名
古
屋
市
東
山
公
園

付
近
で
の
ガ
ス
爆
発
事
故
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
、
中
華
航
空
機
墜
落
事
故
、
近
年
で
は
東

海
豪
雨
、
新
潟
県
中
越
地
震
に
際
し
て
、
常
に

災
害
直
後
か
ら
迅
速
な
対
応
、
的
確
な
行
動
で

救
護
を
行
っ
て
き
た
。
起
き
て
は
欲
し
く
な
い

万
一
だ
が
、
も
し
愛
知
県
近
郊
で
大
災
害
が
発

生
し
た
と
き
、
生
死
を
決
す
る
72
時
間
に
お
い

て
、
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
が
海
外
で
培
っ

た
「
過
酷
な
状
況
で
の
緊
急
医
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」

は
大
き
く
生
か
さ
れ
る
は
ず
だ
。

　
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
が
国
際
医
療
救

援
に
力
を
入
れ
る
理
由
を
、
石
川
清
院
長
は
こ

う
語
る
。「
当
院
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一

つ
に
『
社
会
に
貢
献
す
る
モ
ラ
ル
の
高
い
病
院
』

が
あ
り
ま
す
。
国
際
医
療
救
援
は
そ
の一
環
で

あ
り
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
満
足
な
設
備
が
な
い

な
か
で
、
自
分
で
考
え
工
夫
し
必
要
な
人
に
必

要
な
処
置
を
行
う
、
ま
さ
に
医
療
の
原
点
だ
か

ら
で
す
」。
院
長
自
身
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
国

際
医
療
救
援
に
派
遣
さ
れ
、
２
０
０
３
年
の
イ

ラ
ン
南
東
部
地
震
被
災
者
救
援
事
業
で
は
、Ｅ
Ｒ

Ｕ
で
も
重
要
な
第
１
班
で
の
任
務
を
全
う
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
国
際
医
療
救
援
へ
の
思
い
は
強
い
。

さ
ら
に
「
国
際
医
療
救
援
は
、
派
遣
さ
れ
た
職

員
だ
け
の
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら

そ
う
し
た
職
員
が
海
外
に
行
っ
て
い
る
間
、
彼

ら
の
院
内
業
務
は
他
の
職
員
が
担
っ
て
い
る
の
で

す
。
つ
ま
り
全
職
員
で
国
際
医
療
救
援
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
が
当
院
の
歴
史
と
伝
統
で
す
」。

本
年
４
月
に
は
国
際
医
療
救
援
部
の
部
長
と
し

　
Ｅ
Ｒ
Ｕ
と
は
、
緊
急
事
態
や
大
規
模
災

害
発
生
時
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
、給
水
・

衛
生
、通
信
な
ど
、７
分
野
の
専
門
家
チ
ー

ム
と
資
材
・
機
材
を
ユ
ニッ
ト
と
し
て
整
備

し
た
も
の
。
ハ
イ
チ
に
は
日
本
赤
十
字
社
の

基
礎
保
健
Ｅ
Ｒ
Ｕ
を
含
め
、
世
界
16
の
赤

十
字
か
ら
過
去
最
大
21
基
が
出
動
し
た
。

Ｅ
Ｒ
Ｕ

（
緊
急
対
応
ユ
ニ
ッ
ト
）

て
、
新
た
に
杉
本
憲
治
医
師
が
就
任
。
国
際
医

療
救
援
の
さ
ら
な
る
強
化
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
第
１
班
の
二
人
は
、
２
月
24
日
に
帰
国
し
た
。

そ
の
前
す
で
に
第
２
班
が
ハ
イ
チ
に
到
着
し
、
名

古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
か
ら
は
小
林
美
紀
助
産

師
と
新
居
優
貴
臨
床
工
学
技
士
が
参
加
し
て
い

る
。
報
道
で
は
死
者
30
万
人
を
超
え
る
と
予
測

さ
れ
る
ハ
イ
チ
の
復
興
は
遠
い
。
し
か
し
ハ
イ
チ

が
本
当
に
復
興
す
る
日
ま
で
、
そ
し
て
世
界
に

紛
争
や
災
害
・
貧
困
で
苦
し
む
人
が
い
る
限
り
、

名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
の
国
際
医
療
救
援
は

続
く
。

1 2009年９月～2010年５月
ICRCアフガニスタン・ミルワイズ
地域病院支援事業
伊藤明子（国際医療救援部副部長）
2 

3 
4 
5 
6 
7 

５月は赤十字運動月間です！

「母子保健プロジェクト」の一環として
高井助産師がウガンダに派遣されました。

Report

電子カルテ導入Report 2

ウガンダ

国際救援活動

『八事日赤ニュース』が
『Future8510』に生まれ変わります。

編 集
後 記

「赤十字」の国際医療救援は、
世界の人々からの「義援金」によって運営されている。

その善意、すなわち誰かの熱い思いを、
紛争や災害で苦しむ誰かに繋げるのが「赤十字」の活動。

名古屋第二赤十字病院はその一員である。

世
界
の
災
害
や
紛
争
被
災
者
に
、

救
護
、
復
興
支
援
を
展
開

巨
大
地
震
発
生
か
ら
三
日
後
、

職
員
二
名
を
緊
急
派
遣

国
際
医
療
救
援
に
は
、

医
療
の
原
点
が
あ
る

緊
急
医
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は

地
域
災
害
に
も
生
か
さ
れ
る

今回の
キーワード

院長　石川　清

今年も藤原紀香さんが
広報特使を務めます！

ウガンダ

 I N F O R M A T I O N

名古屋第二赤十字病院、
国際医療救援活動の
「先」にあるもの。

特集ページ

八事日赤を知ろう！
ＣＫＤ（慢性腎臓病）の
予防と治療には、
「正しい知識」が
何より大切です。

病気を知ろう！
脳卒中治療は時間との戦い
より早い発見と継続的な治療が重要です

医療制度を知ろう！
地域医療支援病院

情報ページ

院長メッセージ
〒466-8650 名古屋市昭和区妙見町２番地の９
企画課 TEL 052-832-1121 内線 51141 メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

Special Report

名古屋第二赤十字病院、
国際医療救援活動の
「先」にあるもの。
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その先の、
未来へ。
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